
平
安
後
期
の
侍
所
に
つ
い
て

36 （498）

一
摂
関
家
を
中
心
に
i

兀

木

泰

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

【
要
約
】
　
本
論
は
平
安
後
期
の
摂
関
家
を
中
心
に
、
そ
の
主
要
家
政
機
関
で
あ
る
侍
所
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
侍
所
は
ま
ず
宮
中
に
出
現
す
る
が
、
そ
れ
は
殿
上
の
別
称
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
の
侍
所
も
ほ
ぼ
同
志
期
に
成
立
す
る
が
、
大
盤
、
櫃
、
簡
等
の
備
品
は

殿
上
と
共
通
し
て
お
り
、
両
老
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
三
つ
の
備
品
は
侍
始
に
お
い
て
も
重
要
な
役
舗
を
果
た
し
て
お
り
、
家
政
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
機
能
と
不
町
分
の
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
と
に
家
司
以
下
の
名
簿
・
令
旨
を
収
め
た
櫃
、
そ
の
出
仕
を
管
理
す
る
簡
の
存
置
は
、
塚
政
機
関
内
で
の
主
従
関
係
の
中
富
と
も
雷
う
べ
き
侍
所
の
性

格
を
示
す
。

　
侍
所
は
別
蜜
・
侍
・
所
司
等
の
職
員
を
有
す
る
が
前
二
者
が
家
政
全
般
に
関
与
す
る
の
に
対
し
、
所
司
は
櫃
の
保
管
、
着
到
記
入
、
催
促
等
、
侍
所
本

来
の
機
能
…
に
密
接
し
た
職
務
を
有
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
穴
四
巻
四
号
　
嗣
九
八
一
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
平
安
後
期
－
主
と
し
て
十
二
世
紀
ー
ー
に
お
け
る
貴
族
の
家
政
機
関
で
あ
っ
た
侍
所
に
つ
い
て
、
摂
関
家
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
解
明
す

る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
当
時
の
日
記
を
一
読
す
れ
ば
明
瞭
な
よ
う
に
、
侍
所
は
政
所
と
も
並
称
さ
れ
る
重
要
な
家
政
機
関
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
①

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
究
明
を
加
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
古
く
は
稲
田
英
松

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

氏
の
『
官
職
要
事
』
を
は
じ
め
、
戦
後
の
家
政
機
関
研
究
の
起
点
と
な
っ
た
藤
木
邦
彦
氏
の
論
文
な
ど
に
も
侍
所
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
る
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が
、
い
ず
れ
も
ご
く
一
般
的
な
事
突
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
近
年
の
家
政
機
関
研
究
の
主
な
関
心
は
、
　
「
封
建
的
主
従
鰯
」
の
源
流
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

追
求
す
る
意
味
も
あ
っ
て
、
家
司
制
に
集
中
し
た
観
が
あ
り
、
家
司
が
属
す
る
政
所
以
外
の
家
政
機
関
や
、
そ
の
職
員
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析

は
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
先
年
随
身
の
存
在
形
態
を
究
明
し
て
家
政
機
関
職
員
の
下
層
部
を
初
め
て
研
究
対
象
に
取
上
げ
た
中
原
俊
章
氏
は
、
続

　
　
　
　
⑥

い
て
「
侍
考
」
に
お
い
て
侍
所
の
成
立
や
侍
の
活
動
を
精
細
に
検
討
し
、
多
大
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
と
に
侍
所
の
整
備
と
内
裏
の
蔵
人

所
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
家
産
機
構
内
に
お
け
る
侍
の
位
置
付
な
ど
の
指
摘
は
、
家
政
機
関
研
究
に
と
っ
て
注
自
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
も
、
氏
の
研
究
主
眼
は
田
中
誤
答
が
提
起
し
た
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
侍
身
分
成
立
の
前
提
を
探
る
こ
と
に
あ
り
、
侍
所
自
体
の
家
政
機
関
と

し
て
の
構
造
や
機
能
に
つ
い
て
、
成
立
期
を
除
け
ば
詳
し
く
解
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
し
か
も
、
通
常
説
か
れ
る
よ
う
に
、
摂
関
家
な
ど
で
家
政
機
関
が
整
備
さ
れ
「
所
」
が
確
立
さ
れ
る
の
は
十
一
世
紀
以
後
で
あ
り
、
ま
た
侍

所
に
関
す
る
史
料
も
十
二
世
紀
に
入
っ
て
急
増
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
の
研
究
が
な
さ
れ
ぬ
限
り
侍
所
の
本
質
は
把
握
し
得

な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
稿
は
平
安
後
期
を
主
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
摂
関
家
を
考
察
の
中
心
と
し
た
の
は
、
当
該
史
料
の
大
部
分
が
摂
関
家
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
史
料
上
の
綱
約
に
も
よ
る
が
、
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
り
摂
関
家
の
侍
所
が
最
も
大
規
模
で
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
侍
所
の
解
明
を
通
し
て
従
来
顧
慮

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
当
時
の
摂
関
家
に
お
け
る
家
政
機
関
全
体
の
構
造
や
主
従
関
係
に
も
言
及
し
、
中
世
成
立
期
の
摂
関
家
が
有
し
た
特
質

の
一
端
を
も
照
射
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
以
上
の
目
的
に
到
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
方
法
で
論
を
進
め
た
い
。
ま
ず
第
一
に
宮
中
と
の
制
度
的
連
関
に
注
鼠
し
な
が
ら
、
藤
原
氏

に
お
け
る
侍
所
の
成
立
と
展
開
に
ふ
れ
る
。
第
二
に
、
十
二
世
紀
を
中
心
に
摂
関
家
の
侍
所
開
設
及
び
職
員
補
任
に
関
す
る
儀
式
の
意
味
や
性

格
を
通
し
て
侍
所
の
特
質
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の
特
質
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
侍
所
職
員
の
活
動
・
職
務
内
容
を
論
じ
、
当

時
の
摂
関
家
に
お
い
て
侍
所
が
有
し
た
意
義
を
考
究
し
た
い
と
思
う
。
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①
そ
の
例
証
と
し
て
は
第
一
に
、
史
料
に
出
現
す
る
頻
度
が
他
の
「
所
」
に
比
し

　
て
ぎ
わ
め
て
高
い
こ
と
。
第
二
に
、
後
述
す
る
が
（
五
五
頁
）
所
宛
に
お
い
て
取

　
上
げ
ら
れ
た
の
は
政
所
と
侍
所
で
あ
っ
た
し
、
第
三
に
家
政
機
関
職
員
補
任
で
も

　
最
初
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
政
所
と
侍
所
に
関
す
る
者
で
あ
っ
た
点
な
ど
が
捲
摘
し

　
う
る
。

②
　
『
修
訂
官
職
要
解
』
ご
四
一
、
二
頁
。

③
藤
木
氏
「
奈
良
平
安
朝
の
権
勢
家
の
家
政
に
つ
い
て
」
（
東
大
教
養
部
紀
要
一

　
『
歴
史
と
文
化
』
）

④
大
饗
亮
幾
「
平
安
後
期
律
令
官
制
に
お
け
る
主
従
経
口
成
」
（
同
氏
『
封
建
的

　
主
従
調
成
立
史
研
究
』
第
五
章
所
収
）
、
佐
藤
竪
一
騎
「
封
建
的
主
従
関
係
の
源

　
流
に
関
す
る
一
試
論
－
摂
闘
家
家
司
に
つ
い
て
」
　
（
安
田
元
久
氏
編
『
初
期
封
建

　
鋼
の
研
究
』
所
収
）
、
渡
辺
直
彦
矯
「
藤
原
実
射
家
「
家
司
」
の
研
究
」
　
（
同
氏

　
『
臼
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』
増
訂
版
第
三
編
第
三
章
所
収
）
な
ど
の

　
研
究
。
い
ず
れ
も
十
世
紀
末
な
い
し
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
家
司
の
活
動
を
中

　
心
課
題
と
し
て
お
り
、
当
然
侍
所
に
は
僅
か
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
ま
た
佐
藤
氏
は
右
の
論
文
に
お
い
て
、
十
一
批
紀
後
半
以
後
の
摂
関
家
家
政
機

　
関
は
形
式
化
、
形
骸
化
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
摂
関
家
の
政
治
的
権
威

　
の
下
落
と
単
純
に
結
び
つ
け
た
観
が
あ
り
、
若
干
疑
問
が
も
た
れ
る
。
し
か
し
、

　
か
か
る
考
え
方
が
こ
の
隣
期
に
お
け
る
摂
明
家
に
関
す
る
研
究
を
閑
却
保
し
て
き

　
た
こ
と
の
根
底
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑤
　
中
原
氏
「
中
世
随
身
の
存
在
形
態
－
随
身
家
下
毛
野
民
を
中
心
に
し
て
一
」

　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
山
ハ
七
号
）

⑥
同
氏
「
軍
事
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ァ
』
八
三
号
）

⑦
　
田
中
氏
「
侍
・
凡
下
考
」
　
（
『
史
林
』
五
九
一
四
V
。
な
お
中
原
氏
の
論
文
は
、

　
こ
う
し
た
身
分
制
の
問
題
を
重
視
し
た
た
め
に
、
侍
口
㎎
と
、
家
政
機
関
職
員
と
し

　
て
の
侍
の
関
係
が
や
や
暖
昧
と
な
っ
た
面
が
あ
る
。

⑧
　
当
時
は
言
う
迄
も
な
く
院
政
の
全
盛
期
で
あ
り
院
の
侍
所
の
あ
り
方
も
当
然

　
注
目
さ
れ
よ
う
。
　
『
拾
豊
中
』
中
第
八
院
警
部
に
よ
れ
ば
院
司
の
一
つ
と
し
て

　
　
サ
ブ
ヲ
ヒ
ド
あ
ロ

　
「
仕
　
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
し
、
　
『
台
墨
』
天
養
　
7
6
（
＝
四
四
）
年
五
月
三

　
十
日
条
に
は
崇
徳
院
侍
所
司
の
名
も
見
え
、
院
に
お
い
て
も
侍
所
が
家
政
機
関
化

　
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
院
侍
所
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
史
料
か
ら

　
は
把
握
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
活
動
例
も
僅
少
で
、
ま
た
棒
鼻
補
任
例
に
も
侍
所

　
職
員
は
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
院
倦
所
に
関
す
る
史
料
の
不
足
は
、

　
偶
然
の
問
題
で
な
く
、
本
来
規
模
も
小
さ
く
、
機
能
も
乏
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ

　
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
出
の
『
拾
芥
照
臨
の
記
事
に
よ

　
っ
て
院
と
摂
離
家
の
職
員
機
構
を
対
比
す
れ
ば
明
瞭
な
よ
う
に
両
者
は
名
称
そ
の

　
他
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
院
の
侍
所
を
解
明
す
る
に
は
全
院
司
機
構
を
把
握
す

　
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
本
論
で
は
院
の
侍
所
を
捨
象
す
る
。

38 （500）

第
㎜
章
侍
所
の
成
立

1
　
宮
申
の
侍
所

史
料
上
、
最
初
に
侍
所
が
出
現
す
る
の
は
、
や
は
り
宮
中
で
あ
る
。
中
源
氏
は
「
侍
考
」
に
お
い
て
宮
中
の
侍
所
に
言
及
し
、
そ
れ
は
九
世

紀
末
乃
至
十
世
紀
に
、
所
謂
「
所
」
の
一
つ
と
し
て
成
立
す
る
が
、
組
織
化
せ
ず
、
天
皇
の
宴
饗
の
場
や
侍
臣
の
詰
所
と
し
て
用
い
ら
れ
、
藤
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二
尊
の
侍
所
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
宮
中
の
侍
所
を
取
上
げ
、
藤
原
残
の
そ
れ
と
の
連
関
を
考
え
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
十
世
紀
に
お
け
る
宮
中
の
侍
所
に
ふ
れ
た
史
料
と
し
て
『
西
宮
記
』
巻
十
九
所
収
の
「
清
涼
殿
侍
所
」
の
記
述
が
注
霞
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は

「
殿
上
事
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
軍
書
の
「
清
涼
殿
殿
上
侍
臣
座
」
に
関
す
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
の
で

　
①
あ
る
。
従
っ
て
、
侍
所
と
は
清
涼
殿
の
殿
上
の
多
古
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
と
言
え
よ
う
。
当
時
一
般
に
、
人
々
の
詰
所
、
控
え
の
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

侍
所
と
称
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
た
め
に
侍
臣
の
控
え
の
間
で
あ
る
殿
上
に
も
か
か
る
呼
称
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

藤
原
手
書
の
侍
所
と
殿
上
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
両
雪
間
の
連
関
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
殿

上
の
備
品
等
に
つ
い
て
や
は
り
『
西
宮
記
』
の
記
事
よ
り
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
（
清
涼
殿
）

　
　
同
殿
上
侍
臣
座

　
　
有
昌
四
間
幻
南
一
間
壁
下
立
一
御
幕
子
4
町
触
三
間
立
鳳
王
卿
大
盤
鱒
町
尽
四
間
立
昌
侍
臣
大
盤
而
訊
駅
・
西
北
小
戸
下
冷
昌
日
記
櫃
崎
二
面
方
立
轟
日
給
簡
鱒

　
　
（
以
下
略
）

　
右
よ
り
殿
上
に
は
椅
子
、
二
種
類
の
大
盤
、
日
給
簡
、
日
記
櫃
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
う
ち
、
天
皇
出
御
の
座
で
あ

る
僑
子
や
饗
に
用
い
る
大
盤
の
存
在
は
先
述
し
た
侍
所
の
性
格
と
符
合
す
る
が
、
　
一
方
で
殿
上
人
の
姓
名
を
記
し
て
、
そ
の
出
仕
を
も
監
視
す

　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
役
割
を
も
つ
日
給
簡
、
殿
上
日
記
を
収
納
し
た
と
思
わ
れ
る
日
記
櫃
な
ど
は
、
単
な
る
侍
臣
伺
候
の
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
殿
上
の
異
な
っ
た

一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
備
繍
を
通
し
て
殿
上
の
性
格
は
窺
知
し
え
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
備
贔
の
有
無
、
あ
る
い
は
そ
の
使

用
法
や
性
格
の
共
通
性
に
注
昌
し
な
が
ら
、
藤
原
茂
等
の
侍
所
と
の
関
係
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
雛

　
2
　
藤
原
氏
の
侍
所

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
転
院
や
藤
原
氏
で
も
十
世
紀
に
は
侍
所
が
出
現
す
る
が
、
藤
原
囑
で
は
忠
平
の
そ
れ
が
初
見
で
あ
る
。
後
に
家
政
機
関
化
す
る
が
本
来
は
特

定
の
場
所
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
侍
所
と
い
う
場
所
が
鎌
倉
幕
府
の
建
造
物
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
藤
原
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］・：

」
テ
膏
，
叶

謬i採竃逗藷螺等駄N

ゆ
　
　
も
ロ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ぶ

　
そ
る
ギ
ひ
り

手
癖
　
　
難
、

　
　
　
　
　
　
㎝
脚

．
文
指

　
　
イ
ー
1
⊥
一
l
o

布
瞳
子
有
一
顎
手
一
隣

醸
。
づ
「
謄
。
ム
　
　
？
餅

　
中
門
廊
方

　
掲
蔚
西
布
障
子
之
庸
津
々
幾
也

　
　
　
　
西 　

リ
ヒ
の
む麗
筐

　
懸
一
董
布
」

同
日
侍
癬
指
翻
。
藏
入
所
東
醐

欝輩巳
土
鏑
紫
端
。
寮
篭
彬
レ
之
。

布
障
子
不
レ
付
一
榊
引
手
『

巳
ま
穀
多
端
轡
鮎
。

但
次
解
ニ
脚
高
縫
用
レ
之
。

〔第一図〕 ＊着到の名は群謬類従本には見えないが，写本によってはこれを記し

たものもある。なお着到については第三章で詳述する（59頁）。

氏
の
場
合
、
侍
所
は
侍
が
伺
候
し
た
り
、
侍
始
な
ど
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
儀
式

を
行
な
う
場
で
あ
っ
た
の
は
当
然
だ
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
饗
所
と
な
っ
た

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
、
　
一
般
の
侍
臣
が
伺
候
す
る
と
い
っ
た
殿
上
と
共
通
し
た
性
格
も
見
ら
れ
、
さ

歯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
に
諸
儀
式
に
お
け
る
吉
書
始
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
陽
勘
文
作
成
の
場
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
か
か
る
侍
所
の
備
品
に
つ
い
て
、
先
述
の
殿
上
の
そ
れ
と
の
関
連
に
留
意

し
つ
つ
考
察
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
藤
原
氏
に
関
係
す
る
侍
所
の
備
品
、
調
度
品
の

設
置
を
示
す
史
料
を
二
例
提
示
し
て
お
こ
う
。
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
の
史
料
で
、

成
立
当
初
の
侍
所
と
比
べ
れ
ば
恐
ら
く
枳
当
整
備
、
拡
充
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
侍
所
の
有
様
を
詳
細
に
伝
え
る
僅
少
な
事
例
で
あ
る
し
、
殿
上
と
の
対

比
に
お
い
て
も
興
味
深
い
事
実
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
最
初
に
取
上
げ

る
の
は
、
十
二
世
紀
末
の
三
条
・
中
山
両
家
の
故
実
を
記
し
た
　
『
三
条
中
山
口

伝
』
第
三
「
舗
設
装
束
」
所
収
の
侍
所
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

　
　
緯
障
重
以
姦
艦
ガ
ハ
黎
舞
蕎
立
灸
白
壁
野
北
輪
西
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
　
戸
辺
通
コ
逼
長
押
↓
立
入
朱
漆
辛
櫃
一
合
幻
其
勝
浦
昌
日
給
簡
井
文
等
等
司
火
回
北
辺

　
　
敷
殊
峰
二
枚
愚
痴
東
遣
戸
敷
商
帖
一
枚
愚
蓄
晶
所
司
座
藁
齪
奮

　
　
　
一
合
鴨
騰
購
北
庇
井
東
西
遺
戸
共
懸
二
紺
垂
布
司
（
傍
点
引
用
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
次
に
、
　
か
つ
て
太
田
静
六
氏
が
東
三
条
殿
の
復
元
に
も
用
い
た
　
『
類
聚
雑
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

抄
』
巻
二
所
収
の
永
久
三
（
＝
一
五
）
年
に
お
け
る
「
東
三
条
殿
装
束
指
図
」
よ

り
蔵
人
所
摂
関
家
に
お
け
る
侍
所
と
蔵
人
所
の
関
係
は
後
述
（
四
二
頁
）
、
こ
の
場
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合
は
侍
所
よ
り
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
の
図
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
（
第
一
図
）

　
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
調
度
、
備
品
の
一
致
は
明
白
で
、
当
時
の
上
流
貴
族
の
侍
所
に
お
い
て
そ
れ
ら
が
共
通
し
て
い
た
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。
そ
の
備
品
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
傍
点
を
付
し
た
二
つ
の
台
（
大
）
盤
、
日
給
簡
、
そ
し
て
櫃
の
三
者
で
、
諸
子
を
除
く
殿
上
の
主

要
な
備
品
と
の
共
通
性
は
疑
い
な
い
と
言
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
藤
原
氏
の
侍
所
は
清
涼
殿
殿
上
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
影
響
を
う

け
つ
つ
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
明
瞭
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
櫃
の
よ
う
に
殿
上
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
り
、
侍
所
に
お
け
る

こ
れ
ら
備
品
の
使
用
法
や
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
点
よ
り
、
家
政
機
関
と

し
て
の
活
動
の
特
質
も
把
握
し
得
る
の
で
あ
り
、
次
章
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
添
章
で
は
、
か
か
る
侍
所

が
家
政
機
関
と
し
て
確
立
さ
れ
る
過
程
と
、
摂
関
家
に
お
け
る
蔵
人
所
と
侍
所
の
関
係
の
二
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
ょ

、
つ
。

　
3
　
侍
所
の
拡
充

　
殿
上
と
異
な
り
家
政
機
関
化
し
た
侍
所
の
、
機
関
と
し
て
の
拡
充
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
藤
原
氏
等
に
お
け
る
侍
の
出
現
や
、
侍
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

整
備
過
程
は
中
原
氏
の
研
究
に
あ
る
通
り
で
、
宮
中
に
お
け
る
蔵
人
所
の
展
開
と
関
連
し
つ
つ
機
関
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
論
、
機
関

の
実
態
は
成
立
当
初
と
、
十
】
世
紀
の
家
政
機
関
確
立
以
後
と
で
は
大
き
く
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
一
世
紀
に
お
け
る
変
化
を

中
心
に
論
じ
た
い
。

　
侍
所
の
実
態
が
窺
知
し
得
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
世
紀
末
以
後
で
、
当
時
の
侍
所
を
取
扱
っ
た
例
と
し
て
渡
辺
直
彦
氏
の
藤
原
実
資
家
家
政

　
　
　
　
⑭

機
関
の
研
究
が
あ
る
。
氏
に
よ
る
と
実
益
の
侍
所
に
は
職
員
と
し
て
別
当
、
侍
、
小
舎
人
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
別
当
の
補
任
例
は

『
小
右
記
』
に
二
箇
所
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
し
、
侍
の
活
動
も
ほ
と
ん
ど
目
立
た
ず
職
務
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
や
は
り
『
小
右
記
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

侍
と
は
「
二
二
侍
所
一
之
男
」
と
あ
る
よ
う
に
、
侍
は
単
に
侍
所
に
伺
候
す
る
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
機
関
と

し
て
の
活
動
例
と
し
て
は
、
石
塔
造
立
や
写
経
が
渡
辺
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
家
政
の
中
で
さ
し
て
重
要
な
意
味
を
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有
し
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
当
時
の
侍
所
は
職
員
数
も
寡
少
で
家
政
機
関
と
し
て
も
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
う
し
た
事
情
は
、
摂
関
家
本
宗
た
る
道
長
ら
の
場
舎
に
も
共
通
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
侍
所
の
実
態
も
、
十
一
世
紀
半
ば
1

摂
関
家
で
は
頼
通
の
代
1
一
を
境
に
大
き
く
変
化
す
る
が
、
そ
の
特
徴
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
ま
ず
組
織
の
拡
大
が
明
白
と
な
る
。
例
え
ば
役
職
と
し
て
別
当
の
ほ
か
に
所
司
が
績
通
の
時
に
出
現
し
、
十
一
世
紀
末
ご
ろ
よ
り
勾
当
の
活

　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

動
も
顕
著
と
な
る
。
　
一
方
、
別
当
に
つ
い
て
も
侍
所
の
設
置
と
同
時
に
数
名
が
補
さ
れ
て
お
り
、
職
員
数
自
体
の
増
加
も
看
取
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
は
、
侍
所
機
能
の
多
様
化
あ
る
い
は
家
政
に
お
け
る
重
要
性
の
増
大
等
々
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
次
に
、
侍
所
を
構
成
す
る
職
員
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
後
述
（
四
六
頁
）
す
る
よ
う
に
、
侍
所
別
当
と
関
係
の
深
い
職
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
活
動
が
頻
繁
に
な
る
が
、
そ
の
職
務
は
家
司
と
同
じ
く
家
政
全
般
に
亘
る
多
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
侍
も
所
々
の
預
等
を
も
兼
ね
た

　
　
㊧

よ
う
に
、
侍
所
に
詰
め
る
者
か
ら
、
帳
広
い
家
政
に
備
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
以
上
の
よ
う
に
、
十
一
世
紀
半
ば
に
お
け
る
家
政
機
関
の
確
立
と
、
そ
れ
に
伴
な
う
職
員
機
構
の
拡
充
を
背
景
と
し
て
、
侍
所
は
変
容
し
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
多
く
の
家
政
機
関
の
中
で
侍
所
が
重
視
さ
れ
た
原
因
、
あ
る
い
は
当
時
の
職
員
機
構
の
特
質
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
侍

所
に
関
す
る
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
最
後
に
、
摂
関
家
に
お
け
る
侍
所
と
蔵
人
所
と
の
関
係
に
付
言
し
て
お
く
。
蔵
人
所
は
元
来
「
摂
政
家
礼
」
で
あ
っ
た
が
、
教
通
以
後
は
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

白
の
時
に
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
家
政
機
関
で
、
侍
所
よ
り
分
置
ま
た
は
改
称
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
。
従
っ
て
実
質
的
に
は
侍
所
の

機
能
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
場
所
と
し
て
の
蔵
人
所
も
侍
所
を
改
称
し
た
も
の
で
、
先
述
の
よ
う
に
（
四

一
頁
）
備
品
も
侍
所
と
同
一
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
以
下
本
稿
で
は
摂
関
家
蔵
人
所
も
侍
所
の
一
つ
と
し
て
考
察
の
想
象
と
す
る
。

し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
蔵
人
所
の
事
例
が
直
ち
に
他
の
侍
所
に
も
あ
て
は
ま
る
と
は
考
え
難
い
の
で
、
こ
の
点
は
慎
重
に
配
慮
し
た
い
。

①
　
殿
上
侍
臣
座
の
記
事
は
本
文
に
記
す
通
り
だ
が
、
以
下
清
涼
殿
侍
所
の
記
述
を

引
用
し
て
み
よ
う
。

清
涼
殿
侍
所

殿
上
泰
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件
所
有
二
四
間
司
南
第
一
問
壁
下
立
二
御
僻
子
↓
南
面
。
岡
第
三
間
立
二
王
卿
大
鍵
殉

四
尽
嬉
四
竪
二
侍
臣
大
難
藤
其
盤
西
方
戸
亀
鑑
脅
記
韓
璽
論
．

　
　
　
（
紛
力
）

　
立
二
玉
笹
簡
司

②
例
え
ば
『
寛
平
御
選
誠
』
に
「
女
房
之
俸
所
」
と
い
う
呼
称
が
あ
る
が
、
　
『
河

　
海
抄
』
絵
合
に
「
女
房
の
侍
は
台
盤
所
也
」
と
あ
っ
て
、
女
房
が
控
え
、
伺
候
し

　
た
揚
所
を
侍
所
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③
　
日
給
簡
は
殿
上
簡
と
も
称
さ
れ
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
設
践
さ
れ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
。
な
お
、
そ
の
性
格
、
沿
革
な

　
ど
に
関
し
て
は
東
野
治
之
氏
「
奈
良
平
安
朝
の
文
献
に
現
わ
れ
た
木
簡
」
　
（
同
琉

　
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
所
収
）
三
〇
頁
に
詳
し
い
。

④
殿
上
日
記
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
氏
「
外
記
隣
記
と
殿
上
日
記
」
（
同
氏
『
平

　
安
貴
族
社
会
の
研
究
騙
所
収
）
で
そ
の
特
徴
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
殿
上
の
蔵
入

　
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
っ
た
が
、
十
二
世
紀
半
ぱ
に
は
廃
絶
状
態
に
な
つ

　
た
と
い
う
。

⑤
　
院
の
侍
所
に
関
す
る
最
も
早
い
例
は
『
日
本
紀
略
』
天
麿
元
年
・
五
月
　
二
日
条
の
、

　
朱
雀
院
仕
所
（
『
拾
芥
抄
』
に
よ
れ
ば
「
サ
ブ
ラ
ヒ
ド
コ
ロ
」
と
染
む
こ
と
は
す

　
で
に
ふ
れ
た
（
三
八
頁
）
）
別
当
を
任
じ
た
記
事
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
　
『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
十
九
年
十
月
目
四
目
条
。

⑦
渡
辺
直
彦
氏
の
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
『
小
右
記
騒
に
も
侍
所
が
饗
所
に
用
い

　
ら
れ
た
記
事
が
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
霞
二
二
九
頁
）
が
、
そ
れ
以
後
に
も
岡
様

　
の
事
例
は
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
例
糊
し
て
お
こ
う
。
　
『
中
右
記
』

　
元
永
元
年
十
一
月
二
日
条
、
　
『
台
記
』
保
延
二
年
十
月
十
一
臼
条
、
　
『
兵
範
記
隔

　
仁
平
四
年
四
月
十
四
日
条
等
。

⑧
　
　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
十
ご
月
十
ご
二
条
、
　
『
中
右
記
』
大
治
五
年
十
月

　
五
日
条
等
。

⑨
吉
書
始
と
侍
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
三
条
中
山
口
伝
』
第
四
乙
に
は
次
の

　
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
一
　
吉
書
事

　
○
可
レ
行
二
吉
書
一
事
　
年
始
　
慶
賀
　
移
徒
　
嫁
婆
　
　
　
○
翼
下
儀
　
当
月
年

　
預
下
家
司
著
二
衣
冠
↓
付
二
封
戸
解
文
於
年
預
家
司
司
（
中
略
）
家
司
著
二
束
帯
↓
著
レ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
冠
侍
所
披
見
之
後
、
挿
ゾ
杖
覧
レ
之
。
主
人
著
二
冠
直
衣
↓
著
二
客
亭
「
披
見
畢
、
返
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
給
之
司
家
司
取
レ
之
還
訓
著
侍
所
一
書
下
書
重
曹
様
可
ノ
成
二
返
抄
殉
別
当
官
位
姓

　
名
、
解
之
端
書
畢
、
還
コ
給
下
家
司
刈
下
家
司
成
』
上
返
抄
鱒
家
司
加
レ
判
返
給
畢
。

　
（
傍
点
引
用
者
）

⑩
　
除
凶
陽
師
に
よ
る
銘
文
作
成
の
例
は
多
数
あ
る
が
、
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
て

　
お
こ
う
。

　
　
『
台
記
』
久
安
六
年
正
月
一
欝
条
（
昇
殿
吉
時
勘
中
）
、
問
責
十
二
月
過
二
日
条

　
（
荷
前
日
晴
露
文
）
、
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
八
月
九
日
条
（
大
饗
の
勘
申
）
等
。

　
　
摂
関
家
以
下
姫
宮
、
諸
家
に
お
け
る
陰
陽
飯
前
で
、
場
所
の
判
明
す
る
事
例
は

　
い
ず
れ
も
侍
所
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
な
お
こ
れ
に
関
連
し
て
、
中
宮
の
例
で
あ

　
る
が
『
兵
範
記
』
長
承
元
年
十
二
月
十
日
条
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
は

　
「
陰
陽
寮
官
人
持
コ
参
開
年
御
忌
芸
文
井
侍
所
瓢
暦
二
巻
幻
（
中
略
）
新
暦
留
二
侍

　
所
こ
と
あ
っ
て
、
侍
所
に
暦
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
暦

　
の
存
在
が
、
侍
所
に
お
い
て
観
賞
が
な
さ
れ
る
前
提
と
な
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

⑪
　
太
照
氏
「
東
三
条
殿
の
研
究
」
正
・
続
篇
（
『
建
築
学
会
論
文
集
隔
一
一
十
一
、

　
二
論
－
六
口
写
）

⑫
　
当
聴
の
関
白
藤
原
患
実
が
東
三
条
殿
に
参
入
し
た
際
に
、
　
「
装
束
」
　
（
調
度
・

　
装
飾
贔
の
設
置
）
を
担
当
し
た
家
司
等
に
与
え
た
「
指
図
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た

　
も
の
で
あ
る
。

⑧
　
中
原
氏
、
前
掲
論
文
。

⑭
渡
辺
氏
、
前
掲
論
文
（
二
二
九
～
三
〇
頁
）
。

⑯
『
小
右
記
』
長
和
圏
年
四
月
廿
三
日
条
。

⑯
　
『
御
堂
関
白
記
』
を
は
じ
め
、
当
時
の
史
料
に
は
道
長
の
侍
所
に
関
す
る
記
事

　
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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⑰
　
『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
永
承
三
年
十
月
十
一
日
条
に
、
蔵
人
所
司

　
（
蔵
人
所
と
侍
所
の
関
係
は
本
文
後
述
（
四
二
頁
）
参
照
）
と
し
て
典
薬
允
惟
宗
経

　
雅
、
内
蔵
允
藤
原
良
任
の
二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
早
い
例
で
あ
ろ
う
。

⑱
勾
当
の
早
い
例
と
し
て
は
『
左
経
記
』
長
元
入
年
正
月
九
日
条
に
、
蔵
人
宣
旨

　
を
う
け
た
源
頼
家
を
「
殿
勾
当
」
と
記
し
た
も
の
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

⑲
嘉
承
二
年
の
忠
通
の
元
服
（
本
文
四
七
頁
参
照
）
や
大
治
五
年
の
頼
長
の
元
服

　
（
『
中
右
記
』
大
治
五
年
四
鍔
十
九
艮
条
）
で
は
各
々
、
事
実
上
侍
所
別
当
と
な

　
る
職
事
が
二
人
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
久
安
四
年
の
著
長
の
妻
幸
子
の
侍

　
始
で
は
、
藤
原
親
隆
ら
四
人
が
補
さ
れ
た
例
（
『
台
記
別
記
』
巻
三
、
久
安
四
年

　
八
月
十
四
野
口
）
な
ど
が
あ
る
。

⑳
　
　
『
康
平
記
』
康
平
四
年
十
一
月
廿
二
日
条
な
ど
が
職
事
の
出
現
す
る
早
い
例
と

　
思
わ
れ
る
。

⑳
　
中
原
琉
、
前
掲
論
文
。

＠
　
こ
う
し
た
家
政
機
閨
の
確
立
は
、
摂
関
家
の
場
合
道
長
の
蒔
代
に
な
さ
れ
た
と

　
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
文
中
に
記
し
た
よ
う
に
職
宴
や
所
司
の
出
現
な

　
ど
に
見
ら
れ
る
職
員
機
構
の
拡
充
は
明
ら
か
に
頼
通
の
時
代
に
行
な
わ
れ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
到
っ
て
初
め
て
、
家
政
機
関
の
突
質
的
な
内

　
容
も
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
道
長
と
同
国
期
の
諸

　
家
に
お
い
て
も
多
く
の
家
政
機
関
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

　
に
つ
い
て
佐
藤
竪
一
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
単
に
自
家
の
権
威
を
向
上
さ
せ

　
よ
う
と
す
る
形
式
的
な
も
の
（
二
五
〇
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
正
し
い
指
摘
と
思

　
わ
れ
る
。

　
　
な
お
次
章
で
ふ
れ
る
よ
う
に
十
二
世
紀
に
入
る
と
摂
関
家
は
も
と
よ
り
諸
家
に

　
お
い
て
も
侍
始
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
が
諸
家
の
家
政
機
関
職
員

　
機
構
拡
充
の
画
期
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
正
H
九
曝
条
に
、
闘
白
忠
実
の
蔵
人
所
分
置
に
関
し

　
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
通
）
　
　
（
師
通
）

　
　
凡
蔵
人
所
ハ
摂
政
家
礼
也
。
男
前
二
条
殿
丼
故
大
殿
二
代
関
二
時
、
被
レ
置
二
蔵

　
人
所
一
也
。
依
二
件
吉
例
雨
此
晴
被
ノ
紅
筆
。

＠
関
白
家
の
例
と
し
て
は
『
兵
範
記
』
保
元
　
二
年
八
月
十
一
日
条
に
、
基
実
の
侍

　
所
を
蔵
人
所
に
改
め
る
際
、
そ
の
先
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
木
侍
所
可
〆
号
二
蔵
人
所
司
毎
事
不
レ
改
二
本
儀
舶
簡
名
簿
唐
櫃
等
如
レ
元
。
別
又

　
　
　
　
　
（
教
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
通
）

　
無
二
倦
所
↓
大
二
条
殿
関
白
之
時
申
二
合
宇
治
殿
｛
五
二
彼
仰
｛
二
審
レ
定
謝
置
侍
所
↓

　
　
（
師
実
）

　
其
外
京
極
大
殿
以
後
、
以
三
兀
侍
一
号
二
蔵
人
所
司
鋼
又
無
二
侍
所
一
也
。

　
　
こ
れ
に
対
し
、
摂
政
家
の
例
と
し
て
は
文
治
二
年
六
月
十
九
日
（
『
玉
葉
』
）
の

　
兼
実
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
侍
所
を
分
け
蔵
人
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

　
蔵
人
所
が
侍
所
よ
り
成
立
す
る
点
は
岡
じ
で
あ
る
。

⑳
　
　
『
兵
籍
記
』
久
安
五
年
十
長
骨
六
日
条
に
よ
る
と
摂
政
忠
通
の
北
政
所
准
后
の

　
侍
始
に
際
し
、
そ
の
職
員
は
近
衛
殿
蔵
人
所
に
着
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
以
二

　
侍
所
｝
称
　
…
蔵
ム
町
一
故
意
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
章
　
侍
始
と
職
員
機
燈
…

1
　
職
員
補
任
と
侍
所

本
章
で
は
、
家
政
機
関
創
設
に
伴
な
う
職
員
補
任
、
お
よ
び
侍
所
開
設
の
儀
式
を
通
し
て
、
職
員
機
構
と
侍
所
の
特
質
、
そ
し
て
全
家
単
機



平安後期の待所について（元木）

関
の
中
で
侍
所
が
占
め
た
位
置
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
十
二
世
紀
に
入
る
と
、
藤
原
氏
な
ど
有
力
貴
族
の
子
弟
が
元
服
し
た
の
に
伴
な
い
、
家
政
機
関
を
開
設
し
た
こ
と
に
ふ
れ
た
史
料
が
散
見
す

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
か
ら
『
台
長
別
記
』
仁
平
元
（
一
一
五
一
）
年
二
月
十
六
日
に
あ
る
藤
原
細
長
の
三
子
期
中
元
服
の
際
の
職
員
補
任
記

事
を
引
用
し
、
家
政
機
関
職
員
の
溝
成
、
侍
所
と
の
関
連
、
そ
し
て
補
任
手
続
等
に
つ
い
て
雷
及
す
る
。

　
　
（
蜷
司
・
灘
蓋
矯
墾
驕
鴨
成

　
　
知
家
事
、
醜
緬
縮
ゆ
属

　
　
案
主
、
右
衛
門
少
志
樵
宗
清
俊
、

　
　
　
　
已
上
有
晶
仰
書
刈
欄
綴
羅
簗
書
・
之
。

　
　
繊
納
、
小
野
重
漕
、

　
　
　
　
巳
宣
。

　
　
職
事
、
散
飢
盛
憲
、
岡
憲
親
、

　
　
　
　
已
上
有
二
仰
書
幻

　
　
所
司
、
治
部
丞
申
原
親
頼
、

　
　
　
　
口
宣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
治
力
）

　
　
侍
、
髄
納
賄
鋤
偽
醗
r
轍
難
滋
藤
親
雌
馬
論
難
樹
鰍
雛
幽
雅
卿
嫡
臓
鋤
砿
懸
轍
徽
㎜
懸
紹
鰍
雛
犠
描
卿
徽
一
鞭
榊
懸
樋
顯
解
離
鄭
丞
雛
蛛
髄
鞘
撫
鍛
齢

　
　
　
　
已
上
、
名
簿
奥
有
篇
仰
書
↓

　
　
雑
色
長
、
右
近
府
生
秦
公
葡
、
丹
波
豫
藤
井
花
里
、

　
　
　
　
已
上
、
口
宣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
こ
で
補
任
さ
れ
た
職
員
の
中
で
、
撃
墜
は
周
知
の
通
り
主
と
し
て
政
所
別
当
と
な
る
、
全
家
政
機
関
職
員
の
最
上
層
を
占
め
る
者
で
あ
り
、
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、

そ
れ
に
続
く
知
家
事
・
案
主
は
時
に
下
家
司
と
も
呼
ば
れ
る
政
所
の
下
級
職
員
を
意
味
し
た
。
一
方
、
職
事
は
基
本
的
に
は
侍
所
別
当
に
任
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
れ
、
家
政
機
関
職
員
と
し
て
家
司
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
。
ま
た
所
司
、
侍
も
と
も
に
侍
所
に
関
係
し
た
職
員
で
あ
る
。
か
か
る
職
員
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

成
は
、
他
の
家
政
機
関
創
設
に
よ
る
職
員
補
任
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
彼
ら
こ
そ
が
家
政
機
関
の
中
継
を
占
め
た
、
特
に
重
要
な
存
在
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
摂
関
家
に
は
『
善
言
抄
』
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
多
様
な
家
政
機
関
が
存
在
し
て
い
た
が
、
右
に
述
べ
た

よ
う
に
そ
の
職
員
の
中
枢
は
大
部
分
が
政
所
お
よ
び
侍
所
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
侍
所
が
政
駈
と
並
ぶ
重
要
な
家
政
機
関
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
補
さ
れ
た
人
々
の
中
で
侍
の
人
数
は
過
半
に
及
ん
で
お
り
、
家
政
機
関
の
活
動
の
中
軸
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　
な
お
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
家
司
、
職
事
は
各
々
単
に
政
所
や
侍
所
の
別
当
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
広
く
家
政
全
般
に
関
与
し
て
い
た
し
、
所
々
の
別
当
を
兼
務
し
た
り
家
司
が
侍
所
雪
輪
に
な
っ
た
例
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
家
司
、
職
事
と
は
、
所
々
の
別
当
た
り
う
る
地
位
に
あ
る
職
員
の
階
層
を
示
す
呼
称
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
所
々
の
預
や
政
所
の
家
令
等

　
　
　
　
⑦

も
兼
ね
た
侍
に
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
職
員
の
特
質
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
侍
所
の
機
関
と
し
て
の
活
動
を
究
明
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
前
掲
の
『
台
記
別
記
』
の
記
事
に
よ
り
、
職
員
補
任
手
続
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
史
料
を
一
見
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
、

家
司
、
知
家
事
、
案
主
、
そ
し
て
職
事
に
は
「
仰
書
」
が
あ
り
、
侍
に
対
し
て
は
名
簿
に
仰
書
が
書
掬
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
他
の
者
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
口
宣
」
又
は
「
宣
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
仰
書
は
時
と
し
て
「
令
旨
」
と
も
称
さ
れ
る
補
任
辞
令
と
も
雷
う
べ
き
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

政
所
面
当
の
奉
書
形
式
を
と
る
。
こ
の
仰
書
を
う
け
る
の
は
、
先
述
の
如
く
所
々
の
別
当
た
り
得
る
階
層
に
属
す
る
家
司
・
職
事
・
お
よ
び
政

所
の
下
家
司
で
あ
り
、
家
政
機
関
職
員
の
上
層
を
占
め
る
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
次
ぐ
侍
に
は
正
式
な
文
書
発
給
は
な
く
名
簿
に
仰
書
を
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
と
い
う
略
式
が
と
ら
れ
、
そ
れ
以
下
の
職
員
に
は
仰
書
は
一
切
な
く
、
口
頭
で
補
任
の
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
か
か
る
補

任
方
式
の
相
違
は
、
や
は
り
大
夫
磨
で
あ
る
別
当
、
そ
れ
に
次
ぐ
二
品
、
そ
れ
以
下
と
い
う
家
政
機
関
職
員
の
階
層
区
分
と
関
連
し
て
い
る
の
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⑪

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
家
政
機
関
職
員
の
補
任
と
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
次
に
侍
所
開
設
の
儀
式
－
侍
始
一
を
取
上
げ
、
侍
所
機
能

を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
2
　
侍
　
　
　
始

　
愚
弟
と
い
う
語
が
同
時
代
の
史
料
上
で
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
は
『
中
右
記
』
元
永
二
（
一
一
一
九
）
年
六
月
廿
八
日
条
で
、
鳥
羽
天
皇
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
篇
子
顕
仁
親
王
（
崇
徳
天
皇
）
の
場
舎
で
あ
る
。
巻
筆
は
生
後
間
も
な
く
親
王
宣
下
を
う
け
、
こ
の
前
日
に
は
主
要
な
家
政
機
関
職
員
の
補

　
　
　
　
⑬

任
を
行
な
い
、
そ
れ
に
続
い
て
侍
始
が
挙
行
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
宗
忠
自
身
は
召
集
に
洩
れ
て
伝
聞
に
依
っ
て
概
略
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

ま
ず
は
そ
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
今
日
若
宮
侍
酒
興
。
　
（
中
略
）
後
聞
、
西
町
零
点
南
庇
立
晶
大
盤
一
円
レ
饗
、
居
コ
戴
朱
座
↓
其
上
方
居
一
一
土
高
机
幻
饗
大
臣
料
敷
。
諸
卿
着
昌
大
盤
ハ
有
二
盃

　
　
酌
司
（
中
略
）
次
覧
昌
侍
簡
鱒
次
覧
晶
吉
書
幻

　
こ
れ
よ
り
、
大
盤
を
囲
ん
だ
饗
、
侍
簡
や
吉
書
の
歴
覧
等
が
羊
雲
の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
　
『
長
秋
記
』
同
日
条
に
は
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
補
任
も
記
さ
れ
て
お
り
、
侍
始
と
関
連
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
十
二
世
紀
初
頭
の
親
王
家
の
例
を
取
上
げ
た
が
、
次
に
同
じ
頃
の
摂
関
家
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
『
中
右
記
』
嘉
承
二
　
（
一

一
〇
七
）
年
四
月
廿
六
日
条
所
載
の
藤
原
忠
通
元
服
と
そ
れ
に
伴
な
う
職
員
補
任
に
関
す
る
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
．
讐
召
昌
奏
甲
羅
臣
覆
レ
仰
コ
下
家
司
以
下
豪
司
三
兆
肪
鞍
美
里
単
玉
重
職
事
ニ
へ
縷
魔
睡
袈
垂
ん
擁
案
主

　
　
二
人
。
儲
絹
徽
厳
瞥
宗
璽
雑
色
長
一
入
。
鰭
雛
U
侍
所
司
。
齢

　
　
兼
近
ハ
御
元
服
以
前
早
旦
被
レ
補
昌

　
　
雑
色
艮
司
散
位
仲
清
磐
レ
簡
。

　
　
人
々
名
簿
令
レ
轡
翻
付
於
簡
司
人
々
着
昌
始
侍
大
盤
司

　
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
家
司
・
職
事
以
下
の
職
員
補
任
に
続
い
て
、
捧
呈
さ
れ
た
名
簿
に
基
づ
い
て
簡
が
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
大
盤
を
囲
ん
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⑯

で
饗
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
侍
立
の
称
こ
そ
な
い
が
、
序
品
上
先
の
親
王
侍
始
と
岡
一
内
容
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
当
時
、
摂
関
家
で
も
侍
所
創
設
の
儀
式
は
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
史
料
の
出
現
と
侍
所
拡
充
の
時
期
が
一
致
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
と
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
侍
童
の
儀
式
は
十
二
世
紀
を
通
し
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
侍
所
が
有
し
た
性
格
を
知
る

上
で
重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
職
員
補
任
、
侍
簡
の
作
成
、
そ
し
て
大
盤
を
用
い
た
饗
と
い
っ

た
侍
始
に
お
け
る
主
要
な
儀
式
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
儀
式
に
関
し
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
大
盤
や
簡
の
如
く
殿
上
と
共
通
し
た
備
品
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
後
述
す
る
よ

う
に
捧
呈
さ
れ
た
名
簿
が
櫃
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
第
一
章
で
指
摘
し
た
大
盤
・
簡
・
櫃
の
三
備
品
が
い
ず
れ
も
弓

始
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
次
に
、
各
々
の
用
法
と
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
大
盤
を
用
い
た
饗
で
あ
る
が
、
右
に
引
用
し
た
忠
通
元
服
記
事
に
「
着
二
始
侍
大
盤
こ
と
あ
る
よ
う
に
こ
れ
は
単
に
侍
所
の
成
立
を
慶

賀
す
る
も
の
で
は
な
く
、
侍
大
盤
の
使
用
開
始
、
そ
し
て
饗
所
と
し
て
の
侍
所
の
成
立
を
象
徴
す
る
儀
式
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
職
員
補
任
に
伴
な
う
儀
式
と
、
侍
所
と
の
関
係
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
点
の
解
明
に
好
適
な
史
料
と
言
え
る
の
が
、
　
『
兵
曹
記
』
久
安
五

（一

齊
l
九
）
年
十
月
十
九
日
条
所
載
の
藤
原
師
長
（
頼
長
の
子
、
先
述
の
尊
長
の
兄
）
の
例
な
の
で
あ
る
。

　
　
（
忠
実
）

　
　
入
道
殿
召
昌
信
範
↓
被
レ
仰
昌
象
司
職
事
下
家
司
等
事
叩
奉
レ
仰
退
」
出
門
班
｛
召
コ
集
人
々
名
簿
一
入
昌
葛
讐
叩
更
参
進
令
レ
覧
レ
之
。
即
返
給
。
亦
於
昌
侍
所
一
先

　
　
婁
下
家
司
職
甕
次
長
茗
簿
等
令
旨
最
雛
譲
濁
雀
羅
家
司
職
事
令
旨
井
轟
轟
聾
等
、
下
所
司
縫
殿
允
零
細
長
門
・
了
。
（
中
略
）
令
旨
名
簿

　
　
等
納
レ
櫃
、
所
司
付
レ
封
居
昌
簡
下
叩

　
こ
の
よ
う
に
、
職
員
補
任
の
時
に
捧
呈
さ
れ
た
名
簿
は
侍
所
に
集
め
ら
れ
、
補
任
辞
令
で
あ
る
令
旨
や
、
後
述
す
る
簡
の
作
成
に
胴
い
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
も
名
簿
と
令
旨
は
櫃
に
収
め
ら
れ
て
簡
と
同
じ
く
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
侍
所
は
、
職
員
補

任
に
際
し
、
主
従
関
係
締
結
に
伴
な
う
手
続
を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
職
事
や
侍
の
み
な
ら
ず
、
家
司
を
も
含
め
た
家
政
機
関
の
主
要
職
員
全

員
の
名
簿
と
令
旨
を
保
管
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
侍
所
の
性
格
は
、
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
職
員
が
果
た
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⑰

し
た
役
割
と
も
何
ら
か
の
関
連
を
も
つ
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

　
さ
て
最
後
に
簡
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
3
　
侍
　
　
所
　
　
蒲

　
侍
所
簡
を
取
上
げ
る
前
に
、
殿
上
簡
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
　
『
禁
秘
抄
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
殿
上
人
ノ
名
ヲ
三
段
二
重
タ
リ
。
上
ハ
四
位
、
中
ハ
五
位
、
下
五
非
蔵
人
ナ
リ
。
名
ノ
下
二
紙
ヲ
押
テ
上
日
ヲ
付
ク
。
放
紙
卜
云
。
夜
馬
袋
戸
入
、
昼
ハ
袋
ヲ
タ
タ
．
、
、
テ

　
　
机
ノ
下
二
置
ク
。

　
注
意
す
べ
き
点
は
、
殿
上
簡
が
単
な
る
殿
上
人
の
名
札
で
は
な
く
、
薫
紙
に
よ
っ
て
上
下
を
算
定
し
て
功
過
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
殿
上
簡
を
日
給
簡
と
も
称
し
た
所
以
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
で
は
摂
関
家
の
侍
所
簡
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
先
述
し
た
『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
月
十
九
日
条
の
師
長
元
服
に
関
す
る
記
事

に
、
作
成
さ
れ
た
簡
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
令
黒
散
位
為
雅
書
晶
侍
所
簡
井
袋
銘
司

　
　
上
銘
云
、
侍
疲
日
給
。
次
家
司
三
人
。
職
事
二
人
。
次
堺
。
侍
五
位
四
人
。
下
堺
。
同
六
位
有
官
無
二
六
人
。

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
袋
銘
如
レ
常
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侮
力
）

　
　
次
簡
入
レ
袋
、
職
事
仲
行
付
伊
封
。
倍
コ
立
長
押
南
遣
戸
鱒

　
侍
所
簡
の
形
態
が
上
下
二
つ
の
堺
に
区
切
ら
れ
三
段
に
姓
名
を
記
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
や
、
袋
に
納
め
ら
れ
た
点
な
ど
、
明
ら
か
に
殿
上

簡
と
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
す
で
に
前
章
で
も
ふ
れ
た
が
（
四
一
頁
）
、
　
「
臼
給
簡
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
殿
上
簡
と
同
様
、
記
名

さ
れ
た
人
々
の
出
仕
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
管
理
対
象
と
な
っ
た
職
員
の
中
に
は
、
侍
所
と
関
係
す
る
職
事
、

侍
の
徽
か
忙
象
司
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
侍
以
上
の
主
要
な
象
政
機
関
職
員
は
、
椴
と
ん
ど
侍
所
簡
に
よ
っ
て
そ
の
出
仕
を
管
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⑱

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
、
侍
始
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
大
盤
、
櫃
、
簡
の
使
用
法
、
性
格
を
通
し
て
侍
所
の
特
質
と
機
能
を
考
察
し
た
が
、
こ
の
う
ち
大
盤
が

饗
所
と
い
う
一
面
を
物
語
る
の
に
対
し
、
他
の
二
者
は
侍
所
の
異
質
な
面
を
示
す
。
即
ち
、
主
要
な
家
政
機
関
職
員
の
名
簿
と
令
旨
を
収
納
し

た
櫃
、
ま
た
彼
ら
の
出
仕
を
監
督
す
る
簡
を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
侍
所
は
職
員
の
名
称
、
任
免
、
出
欠
を
全
て
把
握
し
た
、
い
わ
ば
主
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

関
係
の
維
持
、
統
制
の
中
枢
と
も
書
う
べ
き
性
格
を
具
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
侍
所
の
改
変
や
移
転
に
際
し
て
、
必
ず

そ
の
存
置
が
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
機
能
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

か
か
る
主
従
関
係
を
統
轄
す
る
機
能
を
有
し
た
が
ゆ
え
に
、
侍
所
は
全
家
政
機
関
の
申
で
、
文
書
発
給
の
中
心
で
あ
る
政
所
と
並
ん
で
重
視
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
侍
所
の
特
質
、
さ
ら
に
そ
の
機
能
や
家
政
機
関
内
に
お
け
る
位
置
が
浮
彫
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
侍
所
職
員
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
史
料
に
登
場
す
る
別
当
、
所
司
ら
の
具
体
的
な
活
動
に
注
目
し
、

　
①
　
藤
原
頼
長
の
元
服
に
関
す
る
『
中
右
記
臨
大
治
五
年
四
月
十
九
目
粂
に
よ
る
と
、

　
　
・
の
隣
補
さ
れ
た
護
灘
賢
の
中
に
、
「
下
家
司
三
人
。
隷
縢
響
膣

　
　
と
あ
り
、
知
家
事
、
案
主
が
下
家
司
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

　
　
『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
月
十
九
日
条
の
藤
原
師
長
元
服
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
師
畏
）

　
　
補
さ
れ
た
一
家
審
、
聖
主
は
「
算
令
ソ
従
二
大
夫
方
政
所
事
ご
と
あ
っ
て
、
政
所

　
　
の
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
②
　
右
に
も
記
し
た
師
長
の
光
服
に
際
し
て
、

　
　
　
職
事

　
　
　
　
従
五
位
下
高
階
朝
臣
仲
行

　
　
　
　
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
経
憲

　
　
　
被
レ
仰
偶
、
里
人
等
寛
ノ
為
二
大
夫
方
侍
所
別
当
一
二
。

　
　
と
あ
る
　
（
『
兵
籠
記
』
久
安
五
年
十
月
十
九
臼
条
）
の
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
そ

　
　
し
て
任
じ
ら
れ
る
の
は
必
ず
五
位
以
上
の
大
夫
層
で
あ
っ
た
。
『
難
点
』
嘉
承
元

首
の
ご
と
き
特
質
、
機
能
が
レ
か
に
顕
現
し
て
い
る
の
か
を
論
じ
よ
う
。

　
　
　
年
七
月
廿
九
日
条
の
記
寮
に
よ
る
と
、
「
今
夜
時
範
男
実
親
任
二
家
司
4
非
二
本
職

　
　
　
窮
唖
只
二
二
家
司
一
也
。
」
と
あ
り
、
職
事
を
経
ず
に
家
司
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
特

　
　
　
筆
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
家
司
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
③
　
十
二
世
紀
前
半
の
摂
関
家
に
関
す
る
元
服
に
際
し
、
職
員
補
任
が
記
録
さ
れ
て

　
　
　
い
る
例
に
は
、
忠
通
、
頼
長
、
師
長
、
隆
長
等
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も

　
　
　
家
司
、
職
事
、
下
家
司
、
侍
の
各
職
員
が
補
さ
れ
て
い
た
。

　
　
④
　
　
『
拾
芥
抄
』
中
、
院
司
部
第
八
に
は
次
の
よ
う
に
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
関
白
家
難
験
難
・
講
燃
鍵
掻
執
事
年
預
弁
別
当
文
殿

　
　
　
　
（
衆
）

別
。
閣
家
蔵
人
所
無
羅
繰
勉
彫
家
主
御
随
身
所
難

灘
人
・
盒
家
司
下
蕎
政
所
撃
家
司
艘
所
霧
所
犠

⑤
儀
式
等
に
お
い
て
行
豪
と
し
て
指
揮
、
運
営
に
あ
た
る
ほ
か
に
、
家
司
、
職
籍
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と
も
に
使
者
と
な
っ
た
り
前
上
を
勤
仕
し
た
例
な
ど
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

⑥
後
で
も
ふ
れ
る
（
五
五
頁
）
『
玉
葉
』
文
治
二
年
八
月
六
日
条
に
は
元
来
家
司

　
で
あ
っ
た
（
同
年
五
月
昔
一
日
条
）
高
階
資
泰
が
随
身
所
、
侍
所
別
嘉
を
兼
務

　
し
て
い
た
と
あ
り
、
そ
の
先
例
も
存
し
た
と
い
う
。
ま
た
忠
実
の
家
司
で
あ
っ
た

　
（
『
殿
暦
』
康
和
五
年
十
月
三
日
条
）
藤
原
以
綱
も
侍
所
溺
当
に
任
じ
ら
れ
（
同
書
、

　
嘉
承
元
年
正
月
九
日
条
）
て
い
る
。
同
じ
く
忠
実
に
仕
え
た
源
雅
職
は
職
事
で
あ

　
つ
た
（
同
書
、
嘉
承
元
年
四
月
三
日
条
）
が
、
後
年
勘
当
さ
れ
た
際
に
免
じ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
（
当
力
）

　
の
は
「
厩
別
堂
」
の
地
位
で
あ
っ
た
（
同
書
、
元
永
元
年
閏
九
月
廿
日
条
）
。
こ
う

　
し
た
例
か
ら
み
て
、
単
純
に
家
司
即
政
所
胴
当
、
職
事
即
侍
所
別
当
と
断
ず
る
わ

　
け
に
は
い
か
な
い
。

⑦
中
原
氏
、
前
掲
論
文
参
照
。
氏
は
家
政
機
関
職
員
を
、
別
当
、
預
、
下
部
の
三

　
階
層
に
大
別
し
、
別
当
に
は
大
夫
層
が
補
任
さ
れ
る
の
に
対
し
、
預
に
は
侍
贔
が

　
補
さ
れ
る
と
し
た
。
従
っ
て
侍
は
、
単
に
侍
所
の
職
員
を
意
味
し
た
の
で
は
な
く
、

　
所
々
の
預
た
り
う
る
職
員
の
階
層
を
も
意
味
し
た
と
争
え
よ
う
。

　
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
大
夫
穏
の
職
員
は
家
司
・
職
事
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
上

　
で
所
々
の
別
当
と
な
り
、
一
方
侍
品
の
者
は
侍
に
な
っ
た
後
、
所
々
の
預
な
ど
に

　
補
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑧
言
い
換
え
れ
ば
、
侍
所
に
関
係
の
深
い
職
事
や
上
等
の
活
動
事
例
を
集
積
し
て

　
も
、
侍
所
自
体
の
活
動
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

⑨
「
仰
書
」
の
例
と
し
て
『
台
記
鋼
記
』
久
安
四
年
八
月
十
四
日
条
所
載
の
、
頼

　
長
の
妻
室
幸
子
雷
撃
に
関
す
る
記
事
を
取
上
げ
よ
う
。

　
　
仰
書
様

　
　
従
四
位
下
行
尾
張
守
藤
原
朝
臣
親
隆
、

　
　
散
位
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
敦
任
、

　
　
散
位
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
憲
親
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幸
子
）

　
被
ノ
仰
偶
、
件
曲
人
、
宜
レ
為
二
三
位
御
方
別
当
一
捻
。

　
　
　
久
安
照
年
八
月
十
四
日
長
当
従
四
位
下
行
尾
張
守
藤
原
朝
臣
親
隆
牽
。

　
　
一
方
、
　
「
令
旨
」
の
例
は
次
の
通
り
（
『
玉
葉
』
文
治
二
年
六
月
十
九
日
条
、

兼
実
北
政
所
家
司
遥
任
）
。

　
　
令
旨
書
様

　
　
正
四
位
下
行
太
皇
大
后
宮
亮
兼
伊
予
遡
源
朝
臣
季
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
力
）

　
　
大
蔵
獅
正
四
管
下
蔵
原
朝
臣
宗
頼
、

　
　
（
以
下
人
名
略
）

　
豊
島
レ
仰
偲
、
件
等
人
宜
レ
為
二
北
政
所
別
当
｝
者
。

　
　
　
文
治
二
年
六
月
十
九
日
、

　
　
溺
豪
大
蔵
卿
正
細
高
下
藤
原
朝
臣
宗
頼
牽
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
様
式
は
全
く
岡
一
で
あ
る
。
補
任
辞
令
が
、
通
常
親
王

　
家
・
三
惑
の
発
給
す
る
文
書
の
名
称
と
さ
れ
る
「
令
留
」
と
も
単
一
3
れ
た
点
は
注

　
目
さ
れ
る
。

　
　
な
お
『
玉
葉
』
治
承
三
年
十
二
月
十
二
臼
条
に
よ
る
と
、
兼
実
の
長
子
良
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
通
）

職
事
・
勾
当
を
補
任
し
た
際
、
「
大
将
方
令
旨
也
。
依
γ
為
二
侍
始
以
後
亀
」
と

　
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
侍
始
－
－
侍
所
の
成
立
に
よ
っ
て
良
通
が
令
旨

　
を
発
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
尊
閣
す
る
。

⑩
『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
月
十
九
日
条
の
師
長
元
服
の
記
事
に
「
出
納
重
清
無
二

　
仰
書
一
騎
口
宣
岡
下
知
了
」
と
あ
り
、
仰
書
の
な
い
補
任
命
令
を
示
す
が
、
「
口
宣
」

　
の
語
義
よ
り
考
え
れ
ば
口
頭
で
の
命
令
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑪
　
但
し
、
所
司
は
侍
の
中
よ
り
選
任
さ
れ
た
た
め
に
略
式
の
押
型
に
よ
っ
て
補
任

　
手
続
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
階
層
的
に
下
位
で
は
な
か
っ
た
。
＝
カ
『
中

　
右
記
』
大
治
五
年
・
二
月
廿
七
臼
条
の
中
宮
所
充
の
記
事
に
は
侍
上
脇
を
所
司
に
任

　
じ
た
と
あ
り
、
ま
た
所
司
に
よ
る
倦
統
率
の
事
例
も
見
ら
れ
（
後
述
（
六
一
買
）
V
、

　
所
司
は
一
般
の
侍
よ
り
上
位
に
あ
っ
た
と
書
え
よ
う
。

⑫
『
伏
見
宮
御
記
録
』
利
四
十
三
「
鳥
羽
院
立
親
王
事
」
に
よ
る
と
、
す
で
に
康

　
和
五
年
六
月
廿
八
貝
に
、
宗
仁
親
王
（
鳥
羽
天
皇
）
の
侍
始
が
行
な
わ
れ
た
と
あ

　
る
。
儀
式
の
主
な
内
容
は
侍
所
に
お
け
る
饗
、
簡
や
吉
書
の
歴
覧
等
で
、
本
文
に
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引
用
し
た
顕
仁
親
王
の
例
と
概
ね
同
一
で
あ
っ
た
。

⑬
　
　
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
六
月
廿
七
日
条
、
こ
の
日
、
家
司
、
職
慕
、
侮
、
蔵
入
、

　
御
監
が
補
任
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
　
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
六
月
什
八
日
条
で
は
「
所
始
」
と
称
し
て
、
　
こ
の
日

　
「
被
レ
加
副
仰
侍
五
人
こ
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

⑯
親
王
家
と
対
比
す
る
と
、
同
時
に
家
政
機
関
職
員
補
任
を
行
な
っ
た
点
が
相
違

　
し
て
い
る
。
摂
関
家
で
は
諾
録
に
見
出
さ
れ
る
全
て
の
元
服
に
際
し
て
、
こ
の
忠

　
通
の
ご
と
く
職
員
が
補
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
先
に
も
ふ
れ
た
『
玉
葉
』
治
承
三

　
年
十
ご
月
八
日
置
良
通
侍
始
で
は
、
家
司
以
下
の
職
員
補
任
が
侍
始
の
儀
式
に
含

　
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

⑯
　
但
し
、
治
承
三
年
の
良
通
の
場
合
に
は
簡
の
作
成
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
儀
式

　
の
変
化
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
諸
々
の
苗
田
で
も
簡
の
作
成
は
な
さ

　
れ
て
お
り
、
単
な
る
記
述
も
れ
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

⑰
右
に
引
用
し
た
『
兵
範
記
』
の
師
長
元
服
の
記
事
の
中
で
も
、
信
範
の
命
を
う

　
け
て
侍
所
所
司
が
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

⑱
師
長
の
例
の
ほ
か
、
本
文
中
に
も
引
幸
し
た
忠
通
の
例
で
も
家
司
以
下
の
名
簿

　
を
簡
に
記
し
た
こ
と
が
窺
え
る
し
、
忠
通
の
北
政
所
の
侍
簡
（
『
兵
補
記
』
久
安

　
五
年
十
月
廿
六
臼
条
）
に
も
家
司
・
職
事
、
侍
を
記
名
し
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
に
、
摂
関
家
及
び
そ
の
子
弟
の
侍
簡
に
は
家
司
以
下
主
要
職
員
名
を
記
し
た
も
の

　
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
頼
長
の
養
女
多
子
入
内
に
際
し
作
成
さ
れ
た
侍
簡

　
（
『
台
記
別
記
』
久
安
六
年
正
月
十
九
段
条
）
や
、
清
盛
の
女
で
基
実
の
室
で
あ

　
つ
た
准
后
平
盛
子
の
侍
始
で
作
ら
れ
た
侍
簡
（
『
兵
艦
記
隔
仁
安
一
一
年
十
｛
月
廿

　
六
凌
乱
）
に
記
名
さ
れ
て
い
た
の
は
職
事
、
侍
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

　
女
御
、
北
政
所
な
ど
の
場
合
に
は
、
詑
載
内
容
を
異
に
し
た
例
が
あ
る
の
は
注
意

　
さ
れ
る
。
侍
簡
も
主
人
の
立
場
に
よ
っ
て
異
同
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑲
勿
論
こ
れ
は
侍
簡
や
名
簿
・
令
旨
の
管
理
を
通
し
て
の
み
行
な
わ
れ
る
の
で
あ

　
り
、
侍
所
自
身
が
懲
戒
機
能
を
有
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
摂
関
家
に
お
け
る
主
従

　
関
係
の
統
制
に
蔵
す
る
処
罰
、
制
裁
は
上
繭
を
期
し
た
い
。

⑳
　
先
述
（
四
二
頁
）
し
た
侍
所
よ
り
蔵
人
所
へ
の
改
称
あ
る
い
は
分
割
に
際
し
て

　
も
、
必
ず
こ
れ
ら
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
嘉
承
元
年
正
月
九
日
の
関
白

　
忠
実
家
蔵
人
所
の
新
設
は
蔵
人
簡
の
薪
造
が
記
さ
れ
て
い
る
し
　
（
『
殿
暦
』
、
『
中

　
右
記
臨
）
、
保
元
三
年
八
月
十
一
田
に
閨
白
々
実
の
侍
所
を
蔵
人
所
に
改
称
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
で
　
　
エ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
と
が
問
題
と
な
っ
た
時
に
も
、
「
細
事
不
レ
改
二
本
儀
相
合
、
名
簿
唐
櫃
等
如
ノ
元
」

　
（
『
兵
範
記
』
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。

　
　
一
方
『
台
記
』
保
延
二
年
十
二
月
十
ロ
条
に
は
、
「
侍
ハ
東
侍
ρ
＝
ア
可
レ
有
也
。

　
簡
西
侍
立
睡
中
大
盤
・
簡
辛
櫃
等
一
。
不
可
思
議
事
」
と
い
う
忠
実
の
言
葉
が
記
さ

　
れ
て
い
る
。
東
、
西
の
侍
（
所
）
と
い
う
場
所
に
、
こ
れ
ら
の
備
品
が
設
置
さ
れ

　
て
、
初
め
て
家
政
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
機
能
が
生
ず
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
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第
三
章
　
侍
所
職
員
の
活
動

十
二
世
紀
に
お
け
る
侍
所
職
員
と
し
て
、
別
当
、
所
司
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

倦
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
ふ
れ
て
き
た
。

本
章
で
は
そ
の
職
務
を

検
討
す
る
が
、
ま
ず
機
関
と
し
て
の
侍
所
と
職
員
と
の
関
係
を
考
察
し
、
つ
い
で
各
役
職
の
活
動
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
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1
　
着
　
到
　
と
　
宿

　
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
侍
所
職
員
は
基
本
的
に
職
事
で
あ
る
別
当
と
、
所
司
等
も
含
む
侍
と
に
階
暦
上
、
二
分
さ
れ
る
。
職
事
が
家
政
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

般
に
関
与
す
る
こ
と
は
述
べ
た
が
、
侍
も
ま
た
同
様
に
多
様
な
職
務
に
つ
い
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
警
護
活
動
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

じ
め
、
儀
式
等
に
お
け
る
雑
事
の
奉
仕
、
所
々
の
預
や
政
所
家
令
等
の
勤
仕
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
侍
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

役
職
港
に
命
じ
ら
れ
て
行
な
う
わ
け
で
は
な
く
、
侍
所
の
機
能
と
の
関
係
は
特
に
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
『
台
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

別
記
』
久
安
六
（
一
一
五
〇
）
年
正
月
十
九
日
条
に
は
女
御
の
侍
に
補
さ
れ
た
者
に
「
宜
レ
令
レ
聡
叡
侍
所
こ
と
い
う
命
が
下
さ
れ
て
お
り
、
侍
は

や
は
り
侍
所
の
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
摂
関
家
で
も
事
情
は
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
侍
は
侍
所
に
よ
っ
て
い
か
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
。
次
に
こ
れ
を
推
測
し
う
る
一
つ
の
史
料
を
掲
げ
よ
う
。
　
『
朝
野
群
載
』
巻
七

摂
籔
家
所
収
の
「
家
司
着
到
」
　
「
蔵
人
所
着
到
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

由
琢
司
縞
看
到
天
仁
薫
年
二
月
日

一
日
鰐
　
大
蔵
大
輔
　
主
殿
頭
　
因
幡
守
　
令
広
視

二
日
鮮
　
主
殿
頭
　
右
申
弁

三
日
粧
四
晶

五
日
艸
　
右
中
弁
　
左
少
弁
　
主
殿
頭
　
大
蔵
大
輔

　
　
以
下
如
レ
此
可
レ
轡
晶
升
箇
霞
｝

蔵
人
所
着
到
天
仁
三
年
二
月

　
　
リ
ヤ
も一
日
拶
別
当
信
濃
守
家
俊

　
　
4

義
弘
　
業
俊
　
定
季
　
義
資
　
倫
俊
　
信
重
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宿
別
当
信
濃
守
兵
部
少
輔
保
宗
倫
俊

二
日
鮮
　
別
藪
　
式
部
大
輔
　
倫
俊

宿
　
別
当
参
河
大
進
　
兵
部
大
輔
　
保
宗

　
以
下
如
レ
此
書
昌
丹
箇
日
一
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前
者
の
「
家
司
着
到
」
は
当
時
の
摂
政
藤
原
忠
実
家
の
政
所
へ
の
、
ま
た
後
者
は
蔵
人
所
に
対
す
る
毎
日
の
出
仕
者
を
記
し
た
交
名
と
考
え

ら
れ
る
。
着
到
と
名
付
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
後
に
出
現
す
る
「
着
到
状
」
と
は
異
な
り
、
主
人
の
側
で
出
仕
者
を
記
名
す
る
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

帳
の
よ
う
な
も
の
と
推
察
で
き
よ
う
。
そ
し
て
家
司
着
到
に
は
「
令
」
、
蔵
入
所
着
到
に
は
「
別
当
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記

名
さ
れ
た
の
は
政
所
、
蔵
人
所
の
各
職
員
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
、
各
家
政
機
関
職
員
は
着
到
に
よ
っ
て
自
身
の
属
す
る
「
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
・

へ
の
出
仕
を
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
他
の
侍
所
に
も
着
到
作
成
の
例
は
見
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
職
事
と
し
て
多
様

な
活
動
を
す
る
別
当
や
、
先
述
の
如
く
活
動
の
面
で
は
直
接
侍
所
と
の
関
係
が
見
出
せ
な
い
侍
た
ち
も
、
究
極
的
に
は
こ
う
し
た
形
態
で
侍
所

に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
出
仕
者
の
管
理
と
い
っ
た
着
到
記
入
の
性
格
は
侍
簡
の
そ
れ
と
共
通
し
て
お
り
、
着
到
と
侍
所
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
記
入
の
実
態
を
述
べ
る
時
に
譲
り
（
五
八
頁
）
、
次
に
蔵
人
所
着
到
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
「
宿
」
に
つ
い
て
、
一
瞥
を
加
え
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
や
は
り
字
義
通
り
、
主
家
に
対
す
る
宿
直
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
毎
艮
「
宿
」
の
項
目
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
調
度
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
章
で
ふ
れ
た
東
三
条
殿
の
蔵
人
所
（
四
〇
頁
）
に
、
鍵
層
と

し
て
侍
、
職
司
の
宿
所
が
並
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
別
当
、
侍
の
宿
直
綱
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
摂

関
家
蔵
人
所
の
別
当
、
そ
し
て
侍
は
交
替
で
主
家
に
宿
直
す
る
こ
と
を
そ
の
基
本
的
職
務
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
右
の
こ
と
は
他
に
も
類
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
寿
永
元
（
＝
八
二
）
年
の
「
侍
所
見
参
注
文
」
に
は
出
仕
し
た
侍
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
宿
」
・
の
項
が
特
記
さ
れ
、
侍
の
宿
直
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
侍
が
「
宿
仕
」
し
た
り
、
夜
間
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⑩

も
主
家
に
奉
仕
し
た
例
が
散
見
し
て
お
り
、
宿
直
は
侍
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
職
務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
問
題
は
、
先
年
石
井
進
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
国
侍
、
館
侍
の
国
衙
や
京
の
受
領
宅
へ
の
上
番
、
宿
直
と
い
っ
た
事
例
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
連
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
鎌
倉
幕
府
で
も
御
家
人
が
侍
所
に
宿
直
し
た
が
、
こ
れ
も
や
は
り
同
じ
綱
度
的
系
譜
の
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

以
上
、
摂
関
家
の
主
要
な
家
政
機
関
で
は
着
到
に
よ
っ
て
職
員
は
出
仕
を
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
摂
関
家
蔵
人
所
や
諸
々
の
侍
所
で

侍
の
宿
直
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
2
　
侍
所
別
当
と
所
宛
．

　
次
に
侍
所
鋼
製
の
職
務
を
考
え
る
。
職
事
等
と
し
て
の
活
動
の
中
に
、
や
は
り
侍
所
別
当
と
し
て
行
な
う
職
務
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廼

結
論
か
ら
言
う
と
、
そ
れ
は
侍
所
宛
に
よ
っ
て
宛
行
わ
れ
る
「
所
課
」
を
勤
仕
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
玉
葉
』
文
治
二
（
一
一
八
六
）

年
八
月
六
日
条
の
摂
政
九
条
兼
実
家
所
宛
に
関
す
る
記
事
に
よ
る
と
、
兼
実
と
そ
の
侍
所
別
当
で
あ
っ
た
高
階
資
泰
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
問

答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
　
資
泰
朝
臣
申
云
、
一
身
兼
晶
両
所
別
当
↓
鞭
一
票
所
課
之
間
如
何
。
一
事
欲
レ
被
昌
免
除
一
撃
。
余
丁
云
、
所
レ
申
可
レ
然
。
但
保
安
之
例
、
盛
家
朝
臣
兼
昌
両

　
　
所
別
当
而
然
而
初
度
事
不
レ
略
品
一
方
一
敦
。
無
レ
所
レ
見
。
於
昌
今
年
一
野
風
可
昌
構
勤
一
驚
昌
侍
所
一
墨
継
役
也
。
強
剛
レ
可
レ
及
レ
煩
敦
者
。
申
昌
承
之
由
⑩

　
こ
の
よ
う
に
、
摂
関
家
の
所
々
の
別
当
は
所
宛
に
お
け
る
所
課
の
遂
行
を
職
務
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
諸
史
料
よ
り
、
侍
所
別
当

の
所
課
と
は
儀
式
の
準
備
、
運
営
等
の
行
為
と
、
物
資
調
達
と
い
っ
た
経
済
活
動
の
二
面
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
『
兵
範
記
』
保
元
二
（
＝
五
七
）
年
八
演
習
四
日
条
の
、
右
大
臣
藤
原
基
実
家
所
宛
に
関
す
る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
時
の
侍
所
宛
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
侍
灰
宛
、
職
事
盛
業
以
下
七
八
許
輩
参
進
。
議
コ
定
子
細
一
見
昌
大
間
｛
偏
准
コ
宛
永
久
三
年
一
也
。
職
事
下
璃
阿
波
権
守
俊
成
執
筆
云
々
。

　
　
定
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定
侍
所
明
年
元
正
雑
事

銚定畳垂大
子器　布盤

蔵
人
大
夫

俊
成
　
　
⑮

平
勾
当

源
勾
当

源
勾
当

右
所
レ
定
如
レ
件
。

　
　
保
元
二
年
八
月
　
日

　
　
明
年
年
中
行
事

　
正
月

　
　
四
方
拝
　
　
　
　
　
　
平
勾
当

　
　
元
三
日
　
　
　
　
　
　
俊
成

　
　
御
粥
　
　
　
　
　
．
　
源
勾
豪

　
二
月

　
　
春
日
祭
御
幣
　
　
　
　
武
部
大
夫

　
　
大
原
野
祭
御
幣
　
　
　
蔵
人
大
夫

　
　
　
（
三
月
以
下
略
）

　
　
　
　
保
元
二
年
八
月
廿
四
日

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
記
事
に
は
、

三
月
以
後
も
同
じ
く
年
中
行
事
名
と
、
そ
の
所
課
を
宛
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
人
名
が
記
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
侍
所
宛
の
内
容
は
諸
儀
式
と
不
可
分
で
あ
り
、
各
儀
式
で
別
当
が
果
た
す
役
割
か
ら
断
課
の
内
容
も
解
明
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
十
二
世
紀
の
摂
関
家
に
お
け
る
諸
儀
式
で
の
家
政
機
関
職
員
の
活
動
を
記
し
た
『
執
政
所
抄
』
と
対
照
し
て
、
右
の

『
兵
範
記
』
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
行
事
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
元
旦
の
四
方
拝
に
つ
い
て
、
　
『
執
政
所
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
元
日
。
未
明
□
拝
轟
天
地
四
方
一
御
裏
。

　
　
　
南
庭
供
昌
御
座
湘
姻
踊
融
鮨
ゼ
・

　
　
　
　
弘
籠
二
枚
。
小
麺
一
枚
。
敷
所
、

　
　
　
（
顕
書
）
　
御
装
束
々
帯
行
事
衣
冠
、

　
　
　
　
御
」
座
一
帖
。
御
倉
町
、
近
代
罰
沙
汰
、

　
　
　
　
御
手
水
桶
杓
。
囎
働
灘
註
懸
膿
響
一
内
、

　
　
　
　
御
随
身
二
人
。
宿
冠
、

　
　
　
　
下
家
司
。
出
納
。
布
衣
、

　
　
　
　
　
　
件
事
。
下
鵬
職
事
参
二
項
レ
勤
コ
行
之
鱒
先
導
昌
弘
莚
二
□
鴨
三
尉
御
座
一
帖
刈
随
呂
御
所
体
一
有
晶
野
道
殉

　
こ
の
よ
う
に
儀
式
の
場
に
必
要
な
装
飾
、
調
度
品
の
設
定
等
が
職
事
の
役
割
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
三
箇
日
の
「
御
出
装
束
」
は
「
職
事
、

所
司
行
レ
之
」
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
準
備
等
を
担
当
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
職
事
は
諸
儀
式
の
準
備
、
運
営
等
を
時
と
し

て
所
司
と
と
も
に
行
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
役
割
こ
そ
、
先
に
み
た
侍
所
宛
に
お
け
る
所
課
の
内
容
の
一
面
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
所
課
の
も
う
一
つ
の
面
に
ふ
れ
よ
う
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
右
の
『
兵
叢
記
』
に
も
見
え
る
「
春
日
御
祭
御
幣
」
に
つ
い
て
『
執
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

所
抄
』
を
見
る
と
、
蔵
人
所
は
年
預
下
家
司
に
命
じ
て
乗
尻
の
禄
を
調
進
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
物
資
の
調
達
の
多
く
は
家
司
が

行
な
う
が
、
蔵
人
（
侍
）
所
別
当
が
関
与
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
や
は
り
先
の
『
兵
範
記
』
に
コ
兀
正
雑
事
」
と
さ
れ
た
品
目
も
、
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担
当
者
が
調
進
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
解
し
得
る
し
、
ま
た
『
玉
葉
』
に
も
蔵
人
所
職
事
に
「
殿
中
御
簾
」
が
所
役
と
し
て
課
さ
れ
た
記
事
が

　
⑱
あ
る
。
恐
ら
く
先
述
し
た
儀
式
の
準
備
等
に
関
連
し
て
、
担
当
奮
が
必
要
晶
の
調
達
も
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
そ
の
調
達
に
際
し
て
右
の
よ
う
に
年
預
下
家
司
を
介
し
て
品
物
を
調
達
さ
せ
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

対
し
て
、
女
御
家
の
例
で
あ
る
が
、
侍
所
が
別
当
等
の
連
署
に
よ
り
直
接
国
衙
に
宛
て
て
用
途
料
の
調
進
を
命
じ
た
牒
を
発
し
た
記
録
も
あ
る
。

こ
れ
は
吉
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
事
例
と
考
え
ら
れ
る
が
、
侍
所
の
性
格
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
摂
関
家
に
は
発
給
例
は
な
い
が
、

同
様
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
以
上
、
侍
所
別
当
の
職
務
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
は
倦
所
宛
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
所
課
の
遂
行
を
意
味
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
儀
式

に
お
け
る
準
備
、
監
督
、
ま
た
そ
の
必
要
品
の
調
達
一
一
種
の
経
済
活
動
一
と
い
っ
た
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
3
　
侍
所
所
司
と
そ
の
職
務

　
所
司
は
先
述
の
如
く
（
四
二
頁
）
頼
通
の
時
に
出
現
し
、
以
後
一
人
乃
至
数
人
が
必
ず
補
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
当
が
大
夫
層
で
あ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
対
し
、
所
司
は
侍
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
。
以
下
所
司
の
職
務
を
順
次
取
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
a
、
着
到
と
見
参

　
着
到
が
各
家
政
機
関
職
員
の
出
仕
を
監
督
す
る
性
格
を
有
し
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
（
五
四
頁
）
が
、
侍
所
の
着
到
は
所
司
に
よ
っ
て
記
入

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
『
兵
範
記
』
仁
平
二
（
二
五
二
）
年
四
月
十
三
日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
依
藤
瀞
事
右
京
少
進
国
替
留
置
コ
塗
海
雲
所
司
乏
鞍
置
璽
即
国
盛
着
目
彼
侍
所
言
穿
付
着
車
行
昌
所
葎
法
”
云
・
・

　
関
白
藤
原
忠
通
の
命
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
基
実
の
侍
所
司
と
し
て
国
盛
が
補
さ
れ
た
時
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

新
任
の
所
司
国
盛
が
基
実
の
侍
所
に
着
き
、
自
か
ら
着
到
を
注
し
付
け
た
こ
と
を
平
信
範
が
「
行
識
所
司
作
法
こ
と
称
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
、
侍
所
へ
の
出
仕
老
の
着
到
記
入
が
所
司
の
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
所
司
と
は
、
日
常
侍
所
職
員
の
出
仕
を
管

理
す
る
、
機
関
の
要
と
も
言
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
雷
え
る
。
第
一
図
で
、
所
司
座
の
前
に
着
到
が
存
し
た
こ
と
も
こ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
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さ
ら
に
注
意
さ
れ
る
の
は
侍
所
に
お
け
る
儀
式
、
こ
と
に
誓
言
等
に
お
け
る
着
到
記
入
の
例
で
あ
る
。
先
述
の
ご
と
く
侍
始
に
は
家
司
以
下

主
要
な
家
政
機
関
職
員
は
全
て
出
仕
す
る
が
、
　
か
か
る
侍
よ
り
上
層
の
職
員
に
対
し
て
も
所
司
は
着
到
を
記
入
し
て
い
る
。
　
同
じ
く
　
『
兵
範

記
』
仁
安
二
（
一
＝
ハ
七
）
年
正
月
骨
七
日
条
所
載
の
、
後
白
河
の
女
御
平
滋
子
侍
始
に
お
け
る
着
到
記
入
に
つ
い
て
、
信
範
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヨ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
　
あ
　
　
へ

　
　
着
到
、
家
司
職
事
者
、
職
事
下
薦
兵
部
少
輔
親
認
可
レ
注
レ
之
。
侍
五
位
六
位
以
下
、
所
司
遺
墨
可
レ
注
レ
之
云
々
。
是
又
無
レ
謂
。
併
所
司
可
一
【
注
解
一
也
。

　
　
　
（
傍
点
引
用
者
）

　
こ
の
よ
う
に
侍
所
に
お
け
る
儀
式
に
関
し
て
は
、
家
司
、
職
事
と
い
っ
た
上
層
の
家
政
機
関
職
員
に
対
し
て
も
所
司
が
着
到
を
記
入
し
、
そ

の
出
仕
を
確
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
御
家
の
例
だ
が
、
摂
関
家
に
お
い
て
も
事
情
は
同
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は

次
の
見
参
召
集
の
例
よ
り
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
⑳

　
見
参
の
召
集
も
着
到
記
入
と
同
じ
く
、
出
仕
の
確
認
と
い
う
意
味
を
も
つ
作
業
で
あ
っ
た
。
前
に
も
ふ
れ
た
『
執
政
所
抄
』
に
は
そ
の
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
蔵
人
所
と
関
係
し
て
お
り
、
こ
と
に
所
司
が
見
参
を
集
め
た
り
催
し
た
り
し
た
こ
と
が
囲
示
さ

　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
者
に
は
、
家
司
、
職
事
は
も
と
よ
り
、
僧
侶
な
ど
家
政
機
関
外
の
人
々
も
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、
　
『
執
政
所
望
』
の
他
に
は
、
　
『
兵
黒
垂
』
久
寿
三
（
＝
五
六
）
年
二
月
五
日
条
に
、
基
実
の
侍
所
司
が
随
身
等
の
見
参
を
召
集
め
た
例

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
所
司
は
着
到
記
入
、
見
参
召
集
に
よ
っ
て
、
各
儀
式
の
出
仕
老
を
管
理
す
る
中
核
と
も
雷
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
さ
て
こ
う
し
た
所
司
の
職
務
は
侍
所
簡
に
よ
る
職
員
出
仕
の
管
理
と
不
可
分
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
　
第
一
章
で
取
上
げ
た
（
四
〇

頁
）
侍
所
の
備
品
、
調
度
晶
の
設
置
に
ふ
れ
た
二
つ
の
史
料
に
お
い
て
、
と
も
に
所
司
の
座
が
特
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
所
司
こ
そ
が
侍
所

に
常
に
伺
候
し
、
そ
の
主
要
備
品
た
る
望
地
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
侍
所
簡
に
出
仕
を
記
入
す
る

の
と
同
じ
目
的
で
、
着
到
、
見
参
を
介
し
て
家
司
以
下
の
家
政
機
関
職
員
の
出
仕
も
所
司
が
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
他
の
出
席
者
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名
も
調
査
す
る
に
到
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
侍
所
所
司
の
職
務
は
金
家
政
機
関
職
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
政
所
と
並
称
さ
れ
る
侍
所
の
重
要
性
を
明
示
す
る
と
心
え
よ

う
。
し
か
し
そ
の
職
務
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
右
の
ご
と
き
出
仕
確
認
と
表
裏
と
も
雷
う
べ
き
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

が
、
次
に
ふ
れ
る
「
催
促
」
な
の
で
あ
る
。

　
b
、
催
　
　
　
促

　
再
び
『
執
政
所
抄
』
よ
り
所
司
の
活
動
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。
先
の
見
参
召
集
に
も
ま
し
て
注
目
さ
れ
る
職
務
が
「
催
促
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
二
十
余
例
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
蔵
人
所
、
及
び
所
司
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
蔵
人
所
と

は
関
係
な
く
政
所
が
催
促
し
た
例
も
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
陰
陽
師
、
仕
丁
、
そ
し
て
政
所
の
職
員
で
あ
る
下
家
司
等
に
限
ら
れ
て

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
所
司
の
場
合
は
、
先
の
見
参
と
同
様
、
き
わ
め
て
多
様
な
人
々
を
対
象
と
し
て
お
り
、
家
司
、
職
事
は
も
ち
ろ
ん
、
陪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

膳
な
ど
を
奉
仕
す
る
四
位
の
貴
族
を
は
じ
め
、
検
非
違
使
と
い
っ
た
家
政
機
関
と
関
係
し
な
い
老
を
も
含
ん
で
い
る
。
従
っ
て
所
司
は
儀
式
に

お
け
る
多
く
の
出
仕
者
を
催
促
す
る
立
場
に
あ
り
、
　
こ
の
点
で
は
先
の
出
仕
管
理
の
部
分
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
憶
え
よ
う
。
催
促
に
つ
い
て

『
執
政
所
抄
』
以
外
に
も
類
例
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
中
宮
の
例
で
あ
る
が
、
長
承
元
（
二
三
二
）
年
の
大
原
野
祭
奉
幣
に
伴
な
い
、
崇
徳
の
中
宮
釜
子
の
侍
所
司
信
親
が
「
催
訓
具
諸
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

諸
司
官
人
一
同
以
進
発
」
し
た
と
あ
り
、
同
年
十
二
月
に
は
所
司
の
誤
解
に
よ
っ
て
大
神
祭
奉
幣
使
等
が
誤
っ
て
出
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

　
⑫
お
り
、
侍
所
司
の
果
た
す
役
割
が
明
瞭
で
あ
る
。
一
方
『
玉
葉
』
に
は
九
条
兼
実
が
橘
氏
の
塩
豆
を
挙
げ
る
礼
に
つ
い
て
家
司
畑
鼠
時
に
尋
ね

た
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
と
き
即
時
は
「
宇
治
左
府
二
時
、
侍
所
司
以
二
恩
文
一
取
催
也
。
今
度
同
可
レ
然
云
々
。
」
と
答
え
て
お
り
、
主
に
摂
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
に
仕
え
て
い
た
橘
章
々
人
が
所
司
に
催
促
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
催
促
が
所
司
に
と
っ
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
白
で
、
儀
式
に
お
い
て
出
仕
者
を
確
認
す
る
所
司
は
、
そ
の
催
促
を
も
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
貴
族
に
お
け
る
諸
儀
式
の
重
要
性

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
所
司
の
果
た
し
た
役
割
の
意
義
は
多
大
で
あ
っ
た
と
誉
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
職
務
は
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こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
断
片
的
史
料
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
よ
う
。

　
c
、
そ
の
他
の
職
務

　
ま
ず
、
や
や
目
立
っ
た
も
の
と
し
て
無
禄
が
注
目
さ
れ
る
。
　
『
執
政
所
抄
』
に
も
二
月
八
穣
の
法
性
寺
修
二
会
と
十
一
月
浄
血
鼠
の
日
宵
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
＄

奉
幣
馬
の
両
儀
式
に
際
し
て
所
司
が
禄
を
行
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
様
々
な
祭
礼
や
儀
式
に
お
い
て
、
小
舎
入
、
立
明
官
人
、
随
身
、

祭
使
等
に
対
し
禄
を
与
え
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
賜
禄
は
他
の
家
政
機
関
職
員
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
お
り
、
催
促
、
着
到
、
見
参
の
よ
う
な

特
微
的
職
務
で
は
な
い
が
、
儀
式
に
お
い
て
所
司
が
受
持
っ
た
一
面
を
示
す
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
次
に
侍
に
対
す
る
指
揮
・
統
率
の
例
が
あ
り
、
儀
式
の
装
飾
舗
設
、
あ
る
い
は
撤
去
に
際
し
て
所
司
は
侍
を
率
い
て
活
動
し
て
い
る
。
侍
よ

り
選
任
さ
れ
る
と
は
雷
え
、
や
は
り
所
司
は
一
般
の
侍
に
対
し
上
位
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
侍
始
に
お
け
る
活
動
も
注
目
さ
れ
る
。
第
二
章
で
ふ
れ
た
師
長
元
服
（
四
八
頁
）
の
と
き
に
も
侍
所
司
惟
宗
長
給
が
名
簿
、
令
旨
を
侍

所
へ
収
納
し
て
い
た
し
、
頼
長
の
養
女
多
子
の
侍
始
で
も
、
所
司
に
対
し
て
職
事
、
勾
当
の
仰
書
が
下
さ
れ
て
い
る
。
侍
所
に
お
け
る
名
簿
、

令
旨
の
保
管
に
関
し
て
所
司
が
果
た
す
役
割
を
窺
知
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
侍
（
蔵
人
）
所
所
司
の
職
務
を
概
観
し
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
十
一
世
紀
半
ば
以
後
の
家
政
機
関
の
確
立
に
よ
っ
て
別
当
、
侍
層

が
家
政
全
体
に
関
与
す
る
存
在
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
所
司
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
侍
所
本
来
の
機
能
に
密
着
し
た
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
名
簿
・
令
旨
の
保
管
、
侍
簡
の
作
成
と
い
っ
た
行
動
を
通
し
て
示
さ
れ
る
所
司
の
職
務
は
、
主
従
関
係
の
維
持
・
統
制
の
中

枢
と
い
う
侍
所
の
性
格
を
明
瞭
に
具
現
し
て
い
た
と
言
え
る
。

③
　
こ
の
ほ
か
諸
家
の
侍
所
に
関
し
て
見
繊
さ
れ
る
役
職
と
し
て
、
侍
長
、
年
預
、

　
そ
れ
に
勾
当
な
ど
が
あ
る
。
ま
ず
署
長
は
十
世
紀
宋
ご
ろ
よ
り
出
現
し
、
い
ず
れ

　
も
五
・
六
位
の
侍
品
の
者
が
任
じ
ら
れ
る
役
職
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
事
例
は

　
通
仁
親
王
の
場
合
（
『
永
昌
記
』
天
治
元
年
六
月
廿
六
日
条
）
を
除
け
ば
、
皇
后

　
宮
（
『
小
右
記
』
天
元
五
年
三
月
十
一
日
条
等
）
、
中
宮
（
『
兵
範
記
』
長
承
元
年

十
一
月
三
日
条
等
）
、
女
御
（
『
台
記
鋼
記
』
久
安
六
年
正
月
十
九
日
条
、
　
『
兵
範

記
』
仁
安
二
年
正
月
廿
七
日
条
）
、
北
政
所
（
『
兵
範
寵
』
仁
安
二
年
十
一
月
昔
六

日
条
）
と
女
性
の
家
政
機
関
に
限
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
摂
関
家
の
当
主
に
関
す

る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
に
本
論
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま
た
年
預

の
例
に
は
『
申
右
記
』
大
治
四
年
十
月
廿
三
日
条
の
本
仁
親
王
侍
始
で
三
善
頼
倫
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を
補
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
他
に
例
は
な
く
考
察
の
対
象
よ
り
は
ず
す
。
勾
当
に

　
つ
い
て
は
こ
の
あ
と
註
⑮
で
ふ
れ
る
。

②
主
慰
や
そ
の
近
親
の
外
出
に
際
し
、
ご
く
内
密
の
場
合
で
も
侍
は
随
行
し
て
お

　
り
（
『
殿
暦
』
長
治
元
年
正
月
十
一
日
条
、
岡
嘉
承
二
年
二
月
八
日
条
、
『
玉
葉
』

　
治
承
四
年
十
一
月
昔
四
目
二
等
）
警
護
の
武
力
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の

　
は
疑
い
な
い
。
も
っ
と
も
武
力
的
側
面
は
侍
の
一
面
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
強
調
し

　
す
ぎ
る
と
実
態
を
誤
認
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
『
今
昔
物
語
』
巻
川
七
「
鬼
、

　
現
板
来
人
家
殺
人
語
誌
十
八
」
に
「
侍
ノ
碁
立
タ
ル
」
と
あ
り
、
侍
が
本
質
的
に

　
は
兵
（
武
士
）
と
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
自
で
あ
る
。

③
儀
式
に
お
い
て
、
装
飾
、
調
度
等
の
設
燈
及
び
撤
去
、
あ
る
い
は
清
掃
を
行
な

　
つ
た
こ
と
が
史
料
に
見
え
る
。
か
か
る
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
具
体
例
を
あ

　
げ
る
と
、
　
『
中
右
記
』
大
治
四
年
四
月
十
三
日
条
、
　
『
兵
範
記
』
長
承
元
年
七
月

　
七
日
条
、
　
『
A
口
記
別
記
皆
無
安
六
な
＋
正
月
廿
日
条
、
　
『
山
桃
温
順
治
承
二
年
山
－
二

　
月
　
日
条
な
ど
。
ま
た
『
軍
鶏
』
天
永
二
年
・
三
月
廿
一
日
条
、
　
『
長
秋
記
』
長
承

　
元
年
四
月
廿
一
日
条
な
ど
に
は
侍
を
「
雑
事
」
に
用
い
た
と
あ
る
。

　
　
こ
う
し
た
場
合
、
後
述
す
る
（
六
一
頁
）
よ
う
に
待
所
司
に
従
っ
て
奉
仕
す
る

　
例
も
散
見
す
る
が
、
　
一
般
的
に
は
行
墓
家
司
や
職
事
の
統
率
下
に
あ
っ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。
儀
式
の
重
要
性
や
、
そ
の
頻
繁
な
回
数
を
考
え
る
と
侍
に
と
っ
て
こ
の

　
職
務
が
か
な
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
　
中
原
馬
前
掲
論
文
に
そ
の
職
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑤
註
③
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
所
司
に
統
率
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
こ
れ
は
き
わ
め
て

　
少
な
い
。
ま
た
行
三
歎
慕
の
監
督
下
で
奉
仕
す
る
場
合
、
一
応
侍
所
別
当
が
侍
を

　
統
率
す
る
形
に
は
な
る
が
、
本
文
で
後
述
す
る
（
五
六
頁
）
よ
う
に
職
事
は
儀
式

　
全
般
を
藍
督
す
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
侍
を
の
み
統
率
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑥
　
『
台
記
雲
離
』
巻
三
、
久
安
六
年
正
月
十
九
罠
条
に
、
頼
長
の
養
女
多
子
が
女

　
御
と
し
て
入
内
し
た
際
に
補
任
さ
れ
た
侍
所
職
員
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

　
る
と
、

　
　
　
　
蔭
子
正
六
位
」
山
宮
貼
但
朝
臣
重
面
一

　
　
　
　
　
久
安
｛
ハ
年
正
臼
月
十
九
目

　
　
被
レ
横
撃
、
件
人
群
レ
令
レ
候
二
侍
所
一
者
。

　
　
　
　
岡
図
星
月
岡
日
、
別
蜜
正
四
位
下
行
尾
張
守
藤
原
朝
臣
親
隆
、
牽
。

　
と
あ
っ
て
先
述
（
五
一
頁
）
し
た
令
旨
と
同
一
形
態
の
補
任
辞
令
が
費
せ
ら
れ
、

　
侍
所
に
候
す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑦
例
え
ば
佐
藤
進
一
氏
の
『
古
文
虚
病
入
門
』
二
四
二
頁
以
下
に
よ
る
と
、
「
着

　
到
状
」
と
は
地
頭
御
家
人
な
ど
の
武
士
が
不
測
の
変
事
に
際
し
て
、
召
集
を
う
け

　
た
り
、
自
発
的
意
志
に
よ
っ
て
幕
府
な
ど
へ
参
着
し
た
こ
と
を
記
し
て
提
出
す
る

　
文
書
で
、
そ
の
初
見
は
鎌
倉
末
の
正
応
三
年
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
出
仕
者

　
名
を
主
人
の
側
が
記
し
て
ゆ
く
野
壷
族
の
着
到
と
は
全
く
異
な
る
（
但
し
目
的
は
共

　
通
し
て
い
る
が
）
。
ま
た
、
佐
藤
氏
が
「
宿
直
番
文
類
似
の
文
書
」
と
評
し
た
『
雑

　
長
虫
集
』
所
収
の
着
到
の
例
文
も
や
は
り
形
態
を
異
に
す
る
。
こ
の
費
族
の
着
到

　
と
頚
殺
し
た
も
の
と
し
て
は
『
吾
妻
鏡
』
治
承
闘
年
十
二
月
十
二
日
条
所
載
の
源

　
頼
朝
の
新
邸
移
徒
に
関
す
る
記
事
が
指
摘
し
う
る
。
こ
の
時
、
参
帰
し
た
御
家
人

　
は
侍
所
で
二
行
に
対
座
し
、
侍
所
別
当
和
田
義
盛
が
「
候
二
其
中
三
一
着
到
」
し

　
た
と
あ
り
、
目
的
、
記
入
形
態
と
も
貴
族
の
着
到
と
共
通
し
て
い
る
。
両
者
の
闘

　
係
が
注
習
さ
れ
よ
う
。

⑧
　
『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
四
月
十
三
目
条
な
ど
参
照
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
（
五

　
入
頁
）
。

⑨
『
平
安
斯
文
』
四
〇
三
四
号
。
「
侍
所
児
参
注
文
」
（
鹿
田
文
書
）
。

⑩
『
殿
暦
』
永
久
二
年
二
月
十
六
日
条
、
『
中
右
認
』
大
治
五
年
六
月
七
鼠
条
な

　
ど
。
ま
た
『
三
条
申
山
口
伝
』
第
四
甲
に
も
、
　
「
掌
灯
役
人
」
は
「
摂
政
家
ニ
ハ

　
蔵
人
五
位
侍
等
役
レ
之
」
と
あ
る
。

⑪
　
石
井
氏
「
中
世
成
立
期
軍
制
研
究
の
一
視
点
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
七
八
一
十
一

　
墨
取
）

⑫
　
『
吾
妻
鏡
』
建
暦
二
年
六
月
七
辰
条
に
よ
る
と
、
幕
府
の
御
所
の
侍
所
で
、
宿
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平安後期の侍所について（元木）

　
薩
の
「
田
舎
侍
」
が
闘
乱
し
た
と
あ
り
、
侍
所
と
宿
直
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
ま

　
た
隣
代
は
下
る
が
、
将
軍
頼
経
の
時
、
小
侍
所
や
西
侍
で
御
家
人
が
宿
鷹
し
て
い

　
た
（
同
書
、
嘉
禄
元
年
十
二
月
廿
一
呂
条
、
安
貞
三
年
正
月
十
ゴ
一
日
条
な
ど
）
。

⑬
　
別
当
と
所
宛
の
関
係
は
一
般
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
、
宮
中
や
諸
院
、
宮
等
の

　
所
々
別
当
は
「
所
宛
」
に
お
い
て
任
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
本
文
で
ふ
れ

　
た
よ
う
に
摂
関
家
の
政
所
、
侍
所
励
当
は
元
服
等
に
際
し
て
補
さ
れ
て
お
り
（
四

　
五
頁
）
、
他
の
所
由
と
は
や
や
性
格
を
異
と
す
る
。

⑭
「
大
間
」
と
雷
う
と
、
除
目
の
際
に
任
ず
べ
き
人
名
と
官
職
名
を
記
し
た
大
間

　
書
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
揚
舎
は
明
ら
か
に
こ
れ
と
異
な
る
。
内
容
は
前
後
よ

　
り
判
断
す
る
し
か
な
い
が
、
大
間
書
と
名
称
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

　
恐
ら
く
は
宛
行
う
べ
き
所
課
と
人
名
を
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑯
　
侍
所
の
職
員
と
し
て
勾
当
が
存
在
す
る
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
て
き
た
（
四
二
頁
）
。

　
そ
の
補
任
例
と
し
て
は
『
台
記
鋼
認
』
久
安
四
年
八
月
十
四
扇
条
に
、
頼
長
が
そ

　
の
養
女
多
子
の
侍
所
勾
当
を
補
し
た
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
摂
関
家
に
お
け
る
勾

　
当
の
活
動
は
多
様
で
階
層
も
五
・
六
位
に
ま
た
が
り
、
人
数
も
各
家
に
数
名
程
度

　
い
た
ら
し
い
。

　
　
さ
て
、
こ
の
所
課
担
当
者
中
で
「
勾
当
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
侍
所
勾
当

　
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
勾
当
の
譜
も
、
所
課
の
勾
当
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か

　
ろ
う
か
。
ま
た
註
⑲
に
引
用
し
た
女
御
家
侍
所
牒
に
も
勾
当
が
署
名
し
て
お
り
、

　
侍
所
宛
所
課
の
担
当
が
そ
の
本
来
の
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
他
の
職

　
務
は
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ
る
が
、
侍
の
引
率
（
『
中
右
記
』
長
治
二
年
十
一
　
月

　
八
日
条
）
、
文
書
の
取
次
ぎ
（
『
台
記
臨
保
延
二
年
十
二
月
目
八
日
条
等
）
、
儀
式

　
の
開
催
を
出
口
廻
る
（
岡
醤
、
仁
平
二
年
正
月
十
一
日
条
）
こ
と
や
、
家
人
の
参
仕

　
の
有
無
を
主
人
に
伝
え
る
（
岡
欝
、
久
寿
二
年
九
月
十
四
賃
条
）
こ
と
な
ど
が
指

　
摘
さ
れ
る
。

⑯
　
『
執
政
所
抄
』
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
義
江
彰
夫
氏
が
「
南
開
家
領
絹
続
の
研

　
究
序
説
」
（
『
史
学
雑
誌
』
七
六
ノ
匹
所
収
）
で
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ

　
れ
に
よ
る
と
成
立
漫
事
は
元
永
元
年
乃
至
保
安
二
年
目
間
と
し
、
忠
実
、
忠
通
ら

　
の
家
政
機
構
を
記
し
た
も
の
と
考
究
し
た
。
ま
た
『
執
政
所
抄
』
は
特
定
年
の
行

　
事
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
目
時
の
摂
関
家
々
政
機
構
の
一
般
的
な
行
事
に
ふ

　
れ
た
も
の
で
、
永
久
元
年
を
先
例
と
す
る
基
実
の
所
宛
の
前
提
と
な
っ
た
行
事
内

　
容
と
概
ね
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑰
　

『
執
政
所
抄
』
の
春
日
祭
御
幣
神
」
馬
事
の
記
事
に
は
「
年
預
下
家
司
。
岬
仕
二
蔵
…

　
人
所
仰
司
兼
日
渡
”
御
薄
↓
御
厩
請
取
。
摺
調
煙
客
蔵
人
所
鱒
乗
尻
参
入
給
レ
之
。
」

　
と
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
家
司
の
所
課
等
も
こ
う
し
て
下
家
司
を
経
て
調
進
さ

　
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

⑲
先
に
も
引
用
し
た
『
玉
葉
』
文
治
二
年
量
販
六
段
条
に
は
「
蔵
人
所
々
役
之
中
、

　
殿
中
御
簾
、
職
事
二
人
所
役
也
。
」
と
あ
る
。

⑲
　
『
台
記
別
記
』
巻
三
、
久
安
六
年
正
月
十
九
日
条
に
は
頼
長
の
養
女
多
子
の
侍

　
所
望
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
女
御
家
侍
所
牒
　
　
能
登
国
衙

　
　
可
旧
義
塾
三
進
浦
上
五
三
十
五
段
一
事
、

　
牒
。
侍
所
用
途
料
、
可
二
進
上
贈
之
状
、
牒
送
如
レ
件
。
故
牒
。

　
　
　
　
久
安
六
年
正
月
十
九
臼

　
顕
方

　
別
当
散
位
藤
原
朝
臣
　
　
所
司
治
部
丞
中
原
朝
臣
在
・
判

　
頼
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
避

　
刑
都
少
輔
藤
原
朝
臣
在
レ
判
散
位
藤
原
朝
臣
在
レ
判

　
盛
憲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
親

　
散
位
藤
原
朝
臣
在
・
判
　
　
散
位
藤
原
刺
羨
望
・
判

影
響
朝
臣
轟
密
書

　
　
ま
た
、
　
『
兵
軍
記
』
仁
安
二
年
正
月
廿
七
日
条
の
、
女
御
平
滋
子
の
侍
始
で
は

　
「
今
日
即
成
二
侍
所
野
司
雑
具
等
量
一
壷
国
叩
職
事
連
署
加
レ
判
」
と
あ
る
。

⑳
前
章
譲
⑪
（
五
一
頁
）
で
も
ふ
れ
た
が
、
　
『
中
右
記
』
大
治
五
年
二
月
廿
七
日

　
条
に
は
、
中
宮
の
倦
所
所
司
に
侍
の
上
藤
二
人
を
任
じ
て
い
る
し
、
藤
原
師
長
、

　
隆
長
ら
の
所
司
も
、
と
も
に
侍
の
中
か
ら
任
じ
ら
れ
て
い
る
　
（
『
兵
範
記
』
久
安

　
五
年
十
月
十
九
日
条
、
　
『
ム
癖
記
別
記
』
仁
平
一
陣
年
二
月
十
六
日
条
、
太
「
文
四
五
｝
員
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参
照
）
。
　
こ
の
ほ
か
史
料
に
見
出
さ
れ
る
所
司
は
い
ず
れ
も
五
位
又
は
六
位
で
、

　
典
型
的
な
倦
品
に
属
す
る
者
で
あ
っ
た
。

⑳
　
通
常
、
見
参
と
は
主
従
関
係
締
結
の
儀
式
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
場

　
合
は
そ
れ
と
異
な
り
、
本
文
中
に
記
し
た
認
り
儀
式
等
へ
の
毘
仕
者
の
交
名
で
あ

　
つ
た
。
見
参
は
出
仕
の
確
認
と
い
う
点
で
は
着
到
と
共
通
し
て
い
る
が
、
出
仕
者

　
の
側
で
記
入
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
蔚
到
の
よ
う
に
毎
臼
の
出
仕
者
を
記
入
し

　
た
例
は
な
い
こ
と
な
ど
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

⑫
　
見
ム
夢
に
関
す
る
記
審
は
、
元
三
や
正
月
四
R
〔
の
阿
弥
陀
堂
修
正
な
ど
穴
例
あ
る

　
が
、
三
月
晦
日
の
仁
和
寺
理
趣
三
昧
寮
に
「
瑠
畢
、
行
纂
進
｝
見
参
こ
口
あ
る
の

　
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
蔵
人
所
と
関
係
し
て
い
る
。

⑳
　
正
月
四
日
の
阿
弥
陀
堂
修
正
に
は
「
所
司
進
二
見
参
一
」
と
あ
る
ほ
か
、
正
月
十

　
四
日
の
修
正
結
願
事
、
二
月
二
日
の
宇
治
殿
忌
日
、
十
二
月
障
碍
の
法
成
寺
御
八

　
講
結
願
な
ど
に
所
司
の
見
参
召
集
等
の
記
載
が
あ
る
。

＠
　
二
月
二
日
の
宇
治
殿
忌
日
の
例
。

⑳
正
月
十
四
日
の
鯵
正
結
願
鱗
の
例
。

⑭
　
元
日
の
御
出
寮
に
は
じ
ま
り
、
　
一
年
中
の
主
な
祭
礼
、
儀
式
等
に
関
し
て
、
催

　
促
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

⑳
　
正
月
晦
日
の
晦
日
御
祓
審
、
三
月
一
日
の
河
原
御
祓
所
事
、
四
月
上
酉
日
の
梅

　
宮
祭
奉
幣
購
等
で
、
こ
う
し
た
人
々
が
政
所
に
催
促
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず

　
れ
の
儀
式
で
も
披
ら
は
政
所
に
催
さ
れ
て
お
り
、
陰
陽
師
や
仕
丁
と
過
所
と
の
関

　
係
が
注
意
さ
れ
る
。

⑳
）
　
六
月
晦
日
の
御
祓
事
の
例
。

⑲
　
元
日
御
節
振
事
、
三
月
一
日
の
河
原
御
祓
所
事
、
八
月
晦
日
の
御
祓
事
等
の
例

　
が
あ
る
。

⑳
　
三
据
一
臼
の
御
燈
御
祓
御
三
事
の
例
。
こ
の
ほ
か
祭
主
、
前
池
等
を
催
す
例
は

　
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
家
政
機
関
職
員
以
外
の
者
を
含
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

　
れ
る
。

⑳
　
『
兵
範
記
』
長
承
元
年
十
一
月
十
九
日
条
。

⑭
　
同
書
、
長
承
元
年
十
二
月
一
一
日
条
。

⑳
　
『
玉
葉
』
治
承
元
年
十
二
月
廿
九
日
条
。

⑳
　
　
『
台
記
隠
久
安
四
年
十
一
月
廿
五
日
条
。

⑮
　
　
『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
月
十
九
日
条
。

⑳
随
身
、
祭
使
の
例
は
い
ず
れ
も
『
玉
葉
篇
治
承
三
年
十
一
月
二
日
条
。

⑰
　
『
山
椀
記
隔
治
承
二
年
十
一
月
一
日
条
。
　
『
兵
範
記
瞼
長
承
元
年
十
二
月
八
日

　
条
（
中
宮
の
例
）
。

⑳
　
『
台
記
別
記
』
巻
三
、
久
安
濁
年
八
月
十
四
目
条
。
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結

び

　
以
上
で
十
二
世
紀
の
摂
関
家
を
中
心
と
し
た
侍
所
の
考
察
を
終
え
る
が
、
主
要
な
論
点
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
の
侍
所
は
ま
ず
宮
中
に
出
現
す
る
が
、
こ
れ
は
殿
上
の
別
称
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
藤
原
氏
等
に
も
侍
所
が
成
立
す
る
。

　
⇔
殿
上
の
備
品
で
あ
っ
た
大
盤
、
日
給
簡
、
櫃
は
い
ず
れ
も
藤
凍
氏
の
侍
所
に
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
品
物
は
侍
所
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
家
政
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
機
能
と
不
可
分
の
存
在
で
あ
っ
た
。



　
⇔
即
ち
、
侍
所
は
家
司
以
下
の
名
簿
、
令
旨
を
収
め
た
櫃
や
、
そ
の
出
仕
を
管
理
す
る
日
給
簡
を
保
管
し
た
場
所
で
、
家
政
機
関
内
に
お
け

る
主
従
関
係
の
中
枢
と
も
雷
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

　
㈱
十
一
世
紀
以
後
、
侍
所
は
家
政
機
関
と
し
て
確
立
さ
れ
別
当
・
所
司
倦
等
の
職
員
を
有
し
た
が
、
別
当
と
侍
は
家
政
全
般
に
関
与
す
る
立

場
に
あ
り
、
着
到
に
よ
っ
て
侍
所
へ
の
出
仕
を
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　
㈲
こ
れ
に
対
し
所
司
は
、
侍
所
の
備
品
で
あ
る
侍
簡
（
日
給
簡
）
、
櫃
の
機
能
と
関
連
す
る
着
到
記
入
、
見
参
召
集
、
催
促
、
あ
る
い
は
名

簿
、
令
旨
の
保
管
等
を
そ
の
職
務
と
し
て
お
り
、
家
政
機
関
と
し
て
の
侍
所
の
、
本
質
的
機
能
と
密
着
し
た
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
侍
所
の
本
質
的
機
能
が
、
家
政
機
関
職
員
に
対
す
る
出
仕
管
理
や
主
従
関
係
の
統
轄
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
職
員
に

紺
す
る
統
制
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
主
従
関
係
の
強
化
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
二
世
紀
初
期
よ
り
、
か
か
る
機
能
が
発
現
し

た
の
は
、
前
世
紀
半
ば
以
後
に
進
行
し
た
家
政
機
関
の
拡
充
と
、
そ
の
職
員
機
構
の
整
備
に
対
応
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
、
こ
の
時

期
の
摂
関
家
は
院
政
の
確
立
の
前
に
、
政
治
的
権
威
の
下
降
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
不
遇
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
機
構
の
拡
充
、
そ
し
て
家
政
機
関
職
員
に
対
す
る
主
従
関
係
の
強
化
が
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
中
世
成
立
期
に
お
け

る
摂
関
家
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平安後期の侍所について（元木）

付
　
記

　
先
頃
『
歴
史
学
研
究
』
四
九
一
号
に
発
表
さ
れ
た
井
原
今
朝
男
氏
の
力
作
「
摂
関
家
政
所
下
文
の
研
究
－
院
政
期
の
家
政
と
国
政
1
」
に
は
、
本
論

と
関
連
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
投
稿
後
で
あ
っ
た
た
め
参
照
し
え
な
か
っ
た
。
井
原
氏
の
諒
承
を
乞
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
由
迅
都
火
学
大
学
噛
拠
生
　
　
曲
戸
屋
申
巾
翌
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　　　　　Samurai－dofeoro侍所in　the　1ater　Heian　Period

chiefly　at　the　S6々々α％Family摂関家，　the　regent　family

by

Yasuo　Motoki

　　This　article　is　to　give　1呈ght　on　Samurai－doleoro　which　is　the　main　in－

stitution　of　domestic　econorny　in　the　later　Heian　Period．　Particularly

our　research　is　concerned　with　that　of　the　Sekkan　Family．

　　At　first，　Samurai－dokoro　appeared　in’the　imperia1　court　as　another

name　glven　to乃吻δ殿上．　About　the　same　time　came　out　that　of　the

Fuj’iwaras藤原氏，　the　Sefehαn　Family．　It　is　clear　that　7セ勿δand

Sa’murai－docoro　were　closely　related，　because　they　had　commonly　the

fixtures，　such　as　Taiban大盤，　Hitsu櫃and　Kan簡．

　　These　three　fixtures　played　such　important　roles　in　the　Samurai一

乃卿●ime侍…始，　that　we　can　regard　them　unseparable　froln　the　function

of　Samurai－dokoro　as　the　agency　of　domestic　economy．　Especially　Kan

and　Hitsu　show　the　character　of　Samurai－dokoro　as　the　center　which

mamaged　the　vertical　relation　in　the　organization．　Hitses　was　the　box

for　the勧朔s令旨，　the　messages　of　apPointments　and　tkeノ吻δ∂％名簿，

the　list　of　the　othcials．　Kan　controlled　their　presence．

　　Samurai．docopto　consisted　of　those　members　called　BettO捌当，　Samurai

侍and　Shoshi所司etc一．Bett6　and　Samurai　generally　took　part圭n

domestic　economy，　while　Shoshi　kept　Hitsu，　registered　the　C勿α肋≠δ着

到，arrival　of　the　oMcials　and　urged　them．　These　tasks　of　Shoshi　were

near　to　the　original　ones　of　Samurai－dofeoro．
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